
2025年（令和７年）
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物
流
վ
正
๏
、事
業
者
の
取
り

Ή

き
ા
置

東
ト
ڠ
、ద
正
化
事
業
ࢦ
導
ҕ
員
会

̓
年

の
交
付
金
事
業
࣮
ࢪ
ܭ
ը
Ҋ

東
ト
ڠ
三

৫
合
同
৽
年
会
・
η
ϛ
ナ
ー
開
催

全
ト
ڠ
੨
年
部
会
が
全
国
大
会
開
催

２４４５７

東
ト
ڠ
は
２

月
1ÿ
日
、
東
ト

総
合
会
館
で
、

令
和
６
年

ୈ

２
回
東
京
都
交

付
金
事
業
࣮
ࢪ
ܭ
ը
Ҋ
検
౼

ҕ
員
会（
原
島
藤
ᆹ
ҕ
員
長
）

を
開
催
し
、
ド
ラ
イ
バ
ー
フ

Ỹ
ー
ス
ト
に
力
点
を
置
き
、

業
界
の
地
位
向
上
を
目
ࢦ
す

予
ࢉ
と
し
た
、̓
年

事
業

࣮
ࢪ
ܭ
ը
Ҋ
を
৹
ٞ
し
た
。


頭
、
原
島
ҕ
員
長
が
あ

い
さ
つ
し
、「
̓
年

の
ऩ

入
が
減
少
す
る
中
で
、
ڠ
会

は
ド
ラ
イ
バ
ー
フ
Ỹ
ー
ス
ト

に
力
点
を
置
き
な
が
ら
、
ඪ

४
的
運
賃
の
ಧ
出
ଅ
進
や
、

݈
康

அ
受


の
向
上
を

は
じ
め
、
݈
康
起
因
事
ނ
の

վ
ળ
な
ど
に
的
確
に
対
応

し
、
引
き
続
き
業
界
の
地
位

向
上
に
向
け
て
׆
動
し
て
い

き
た
い
。
ݶ
ら
れ
た
ࡒ
ݯ
を

も
と
に
業
界
が
直
面
す
る
諸

՝

を
ど
う
ղ
ܾ
し
て
い
く

か
、
ڠ
会
の
事
業
を
ど
う
展

開
し
て
い
く
か
ҙ
見
を
い
た

だ
き
た
い
」と
ड़

た
。

̓
年

࣮
ࢪ
ܭ
ը
Ҋ
に
よ

る
と
、
東
京
都
交
付
金
は
前

年

ൺ
４
・
２
ˋ
減
額
で
、

３
年
ぶ
り
の
大
幅
減
額
と
な

る
。
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
ڠ
会

の
地
方
ద
正
化
事
業
費
助
成

が
同
21
・
８
ˋ
増
加
す
る
ほ

か
、

ڥ
対
ࡦ
基
金
を
取
り

่
し
、

ڥ
関
係
事
業
費
に

ॆ
当
す
る
こ
と
で
、
全
体
事

業
費
は
９
ԯ
６
３
９
１
・
４

万
円
で
同
１
・
１
ˋ
減
額
と

想
定
し
、
予
ࢉ
Ҋ
を
編
成
し

た（
̐
໘
ʹ
ؔ
࿈
）。

基
本
的
な
考
え
方
と
し

て
、
ド
ラ
イ
バ
ー
フ
Ỹ
ー
ス

ト
に
力
点
を
置
き
、
待
۰
վ

ળ
、
݈
康
管
理
、
安
全
ڭ
ҭ

の
৽
規
事
業
に
重
点
配
分

し
、ద
正
化
事
業
調
査
員（
̜

ϝ
ン
調
査
員
）の
৽
設
に


う
経
費
１
̓
２
１
・
６
万

円
、
݈

助
成
事
業
の
正
式

拡
ॆ
に

う
経
費
６
０
０
０

万
円
、
̚
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
導

入
に
向
け
た
৽
た
な
助
成
に


う
経
費
を
ܭ
上
す
る
。
そ

の
一
方
で
、
ط
ଘ
事
業
を
࣮


に
基
ͮ
く
見
直
し
に
よ

り
、
2ý
事
業
合
ܭ
で
６
１
９

̓
・
３
万
円
の
経
費
を

減

す
る
。

引
き
続
き
、６
年

交
付

金
事
業
࣮
ࢪ
ܭ
ը
の
ม
ߋ
Ҋ

に
つ
い
て
৹
ٞ
。
今
年

交

付
金
事
業
予
ࢉ
の
ࣥ
行
状

況（
２
月
1ÿ
日
現
在
）は
ÿ5
・

５
ˋ
と
説
明
し
、
予
ࢉ

額

見
ࠐ
の
１
ԯ
３
４
０
０
万
円

を
特
ผ
ੵ
立
基
金
に
造
成
す

る
Ҋ
を
ྃ
ঝ
し
た
。

な
お
、
࣮
ࢪ
ܭ
ը
Ҋ
は
、

３
月
11
日
に
開
催
す
る
ୈ
１

１
３
回
東
京
都
交
付
金
事
業

৹
ٞ
ҕ
員
会
に
ࢾ
る
予
定
。

東
ト
ڠ
は
２
月
1ÿ
日
、
正

෭
会
長
会
で
ඪ
४
的
運
賃
の

ಧ
出
状
況（
̓
年
１
月

時

点
）が
全
支
部
平
ۉ
ÿÿ
・
５

ˋ
と
報
ࠂ
し
た
。こ
の
う
ち
、

世
田
谷・目
ਿ・ࠇ
ฒ・൘
・ڮ


東
各
支
部
は
１
０
０
ˋ
を

達
成
。
北
・
ਂ
川
・
江
戸
川
・

中
野
・
葛
飾
・
文
京
・

田
・

豊
島
各
支
部
は
Ā5
ˋ
を
超
え

て
お
り
、
合
わ
せ
て
目
ඪ
の

Ā5
ˋ
を
超
え
た
支
部
は
合
ܭ

1ú
支
部
と
な
り
、
過

数
を

超
え
る
。
Ā0
ˋ
以
上
Ā5
ˋ
ະ

ຬ
が
３
支
部
、
ÿ0
ˋ
以
上
Ā0

ˋ
ະ
ຬ
が
５
支
部
で
、
最
も


い
支
部
で
も
72
・
０
ˋ
と

な
っ
て
い
る
。
ະ
ಧ
出
事
業

者
は
東
ト
ڠ
全
体
で
３
０
０

会
員
事
業
者
と
な
っ
て
い

る
。東

ト
ڠ
で
は
、
会
員
事
業

者
の
う
ち
、
①
主
た
る
事
務

所
が
ଞ
ݝ
に
あ
る
事
業
者
、

②
ྶ
ᐰ
事
業
の
み
の
事
業

者
、
③
ར
用
運
送
だ
け
で
あ

る
こ
と
が
確
認
で
き
た
事
業

者
、ᶆ
現
時
点
で
事
業
ഇ
・ࢭ

ٳ
ࢭ
が
確
認
で
き
た
事
業

者
、
ᶇ
ୀ
会
し
て
い
る
事
業

者
Ổ
Ổ
を
আ
い
た
数
を
ϕ
ー

ス
と
し
た
。
こ
れ
に
基
ͮ
い

た
ඪ
४
的
運
賃
の
ಧ
出
状
況

は
６
年
３
月

時
点
で
5ý
・

̓
ˋ
だ
っ
た
が
、
昨
年
10
月

の
ಧ
出
ଅ
進
の
׆
動
開
࢝
以

߱
は
、ý2・�
ˋ
（
10
月

）、

75
・
�
ˋ
（
11
月

）、ÿ2
・

�
ˋ
（
12
月

）と
上
ঢ
を

続
け
て
き
た
。

関
東
運
輸
ہ
・
東
京
運
輸

支
ہ
の
ま
と
め
に
よ
る
東
京

東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協
会（
水
野
功
会
長
）

が
支
部
総
力
を
挙
げ
た
取
り
組
み
に
よ
り
、

「
標
準
的
運
賃
」の
会
員
届
出
率
は
88
・
５

％
に
達
し
た（
令
和
７
年
１
月
末
時
点
）。

東
京
に
お
け
る
届
出
率
が
低
迷
す
る
状

況
を
打
破
す
る
た
め
昨
年
10
月
、会
員
事
業

者
の
届
出
率
95
％
の
目
標
を
掲
げ
、各
支
部

で
届
出
促
進
に
向
け
た
活
動
を
展
開
し
て

き
た
。東
ト
協
で
は
、そ
の
活
動
期
限
を
２
月

末
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、最
後
ま
で
目
標

達
成
に
向
け
て
、未
届
出
事
業
者
へ
の
働
き

か
け
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

都
の
ಧ
出
（
会
員
・
ඇ
会

員
を
ؚ
Ή
）は
６
年
８
月


時
点
で
ú7
・
１
ˋ
。
ฌ
ݿ
に

次
い
で
全
国
で
下
か
ら
ワ
ー

ス
ト
２
と
な
る
な
ど
、



す
る
状
況
に
あ
っ
た
。
こ
れ

が
東
ト
ڠ
の
ಧ
出
ଅ
進
に
向

け
た
׆
動
の
展
開
に
よ
り
東

国
土
交
通
ল
・
関
東
運
輸

全・ہ
日
本
ト
ラ
ッ
ク
ڠ
会・

東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
ڠ
会
は
２

月
20
日
、
ԣ

市
の
ԣ

ୈ

ೋ
合
同
ி
ࣷ
で
、
ト
ラ
ッ
ク

運
送
事
業
者
向
け
の「
物
流

վ
正
๏
に
関
す
る
説
明
会
」

（
̬
̴
̱
ซ
用
）を
開
催
。

４
月
１
日
か
ら
の
ࢪ
行
に
先

立
ち
、
国
交
ল
が
物
流
վ
正

๏
の
վ
正
内
༰
や
ト
ラ
ッ
ク

運
送
事
業
者

に
՝
せ
ら
れ

る
৽
た
な
規
制
的
ા
置
の
ポ

イ
ン
ト
に
つ
い
て
、
全
国
の

運
輸
ہ
で
説
明
す
る
も
の
。

関
運
ہ
の
説
明
会
で
は
、

国
交
ল
物
流
・
自
動
車
ہ
国

ࡍ
物
流
ࣨ
物
流
ব
外
官
の
ኍ

金
ࠫ
ق
子
ࢯ
が
৽
物
効
๏
に

つ
い
て
説
明
。
荷
主
・
物
流

事
業
者
に
対
し
て
、
物
流
効


化
の
た
め
に
、
取
り

Ή


き
ા
置（
ੵ
ࡌ

の
向
上
、

荷
待
ち
時
間
の

ॖ
、
荷
役


時
間
の

ॖ
）に
つ
い
て

努
力
義
務
を
՝
し
、
当
֘
ા

置
に
つ
い
て
国
が
判
அ
基
४

を
ࡦ
定
す
る
。
ト
ラ
ッ
ク
事

関
東
ト
ラ
ッ
ク
ڠ
会（
会

長
・
ਫ
野
ޭ
東
京
都
ト
ラ
ッ

ク
ڠ
会
会
長
）は
３
月
10
日
、

関
東
運
輸
ہ
・
経
ࡁ

産
業
ল
関
東
経
ࡁ
産

業
ہ
・
農
ྛ
ਫ
産
ল

関
東
農
政
ہ
・
東
京

労
働
ہ
を
は
じ
め
各

ݝ
労
働
ہ
と
の
ڞ
催

で
、「
物
流
の
２
０
２

４
年


に
関
す
る

説
明
会
」（
̬
̴
̱
ซ

用
）を
開
催
す
る
。

対

は
、
関
東
管

内
の
荷
主
企
業
、


ݿ
事
業
者
、
ト
ラ
ッ
ク
運
送

事
業
者
な
ど
。場
所
は
、東
ト

総
合
会
館
̓
階
大
会
ٞ
ࣨ
。

時
間
は
ޕ
後
１
時
ú0
分
か
ら

４
時
15
分
ま
で
。
参
加
費
は

無
料
。

定
員
は
、
会
場
参
加
１
０

０
人
、
オ
ン
ラ
イ
ン（
̯
̾

̾
̼
）参
加
１
０
０
０
人（
先

着
ॱ
、
定
員
に
な
り
次
ୈ
、

受
付
ऴ
ྃ
）。
締
め
切
り
は
、

３
月
３
日
ޕ
後
５
時
。

説
明
会
で
は
、
４
月
か
ら

ࢪ
行
さ
れ
る
物
流

վ
正
๏
の
ࢪ
行
に
つ

い
て（
国
土
交
通

ল
）、ト
ラ
ッ
ク
・

物
流
̜
ϝ
ン
の
取

り

み

に
つ
い
て（
関
運

ہ
）、
時
間
外
労
働
の
上
ݶ

規
制
と
վ
ળ
基
४
ࠂ
示
に
つ

い
て
～
ϕ
ス
ト
ϓ
ラ
ク
テ

ỹ
ス
企
業
の

հ
～（
東
労

ہ
）、
取
引
の
ద
正
化
に
向

け
た
公
正
取
引
ҕ
員
会
の
取

（
公
取
ҕ
）を
そ
れ
ͧ
れ

説
明
す
る
。

東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
ڠ
会
所

属
の
会
員
事
業
者
は
、
下
記

の
ೋ
次
元
コ
ー
ド
の
ਃ
し
ࠐ

み
フ
Ỽ
ー
ム
か
ら
。

説
明
会
に
関
す
る

い
合

わ
せ
は
、
関
運
ہ
自
動
車
交

通
部
՟
物
՝（
ὸ
０
４
５
・

２
１
１
・
̓
２
４
８
）。

ਃ
し
ࠐ
み
に
関
す
る

い

合
わ
せ
は
、
東
ト
ڠ
業
務
部

交
通
・

ڥ
（̜
ὸ
0ú
・
３

３
５
９
・
６
２
５
̓
）。

業
者

に
は
、
ੵ
ࡌ


向
上

と
し
て
、

ෳ
数
荷
主
の
՟
物
の

が
義
務
付
け
ら
れ
、
ॻ
面
の

ࣸ
し
は
１
年
間
の
保
ଘ
が
必

要
と
説
明
。

こ
の
ほ
か
、
元

事
業
者


に
対
し
、
ར
用
運
送
を
行

京
都
の
ಧ
出

が
上
ঢ
し
、

̓
年
１
月
に
は
、
52
・
２
ˋ

と
な
っ
た
。
関
運
ہ
管
内
で

は
神
奈
川
、
ಢ

に
次
ぐ
も

の
で
、
平
ۉ
の
51
・
�
ˋ
を

上
回
っ
て
い
る
。

２
０
２
４
年


の
ղ
ܾ

に
は
、
ඪ
४
的
運
賃
の
ಧ
出

が
必
要
不
Մ
欠
と
す
る
東
京

の
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
と

し
て
の
姿
勢
を
示
し
た
こ
と

で
、今
後
荷
主
と
の
運
賃・料

金
交
ব
に
ྟ
Ή
こ
と
と
な
る

が
、
物
流
を
持
続
さ
せ
て
い

く
た
め
に
、
次
の
ス
テ
ッ
ϓ

へ
の
行
動
が
求
め
ら
れ
る
。

う
時
に
、
ҕ
ୗ
先

へ
の
発

ద
正

化（
݈
全
化
ા
置
）

を
ߨ
ず
る
こ
と
を

努
力
義
務
化
す
る

と
と
も
に
、
前
年


の
ར
用
運
送
ྔ

が
１
０
０
万
Ἁ
以

上
の
事
業
者
に
対

し
、
݈
全
化
ા
置

に
関
す
る
運
送
ར

用
管
理
規
ఔ
の
作

成
、
運
送
ར
用
管

理
者
の
બ
任
お
よ
び

国
土
交
通
大
臣
へ
の

ಧ
出
を
義
務
付
け

た
。説

明
後
、
会
場
・
オ
ン
ラ

イ
ン
参
加
者
か
ら
多
く
の
質


が
あ
げ
ら
れ
、
担
当
者
が

回
答
し
た
。

ੵ
合
わ
せ

に
よ
る
輸
送


の
集
約
、
荷
主
や
ଞ
の
ト
ラ

ッ
ク
事
業
者

と
ڠ
ٞ
を
࣮

ࢪ
し
、
配
送
の
ڞ
同
化
に
取

り

Ή
こ
と
と
し
た
。

続
い
て
、
同
ہ
՟
物
流
通

事
業
՝
主
査
の
ࢁ
崎
康
平

ࢯ
が
、
վ
正
՟
物
自
動
車
運

送
事
業
๏
の
ࢪ
行
に
つ
い
て

説
明
。
ト
ラ
ッ
ク
事
業
者
の

取
引
に
対
す
る
規
制
的
ા
置

と
し
て
、
運
送
ܖ
約
締
結
時

に
真
荷
主
と
ト
ラ
ッ
ク
運
送

事
業
者
は
相
ޓ
の
ॻ
面
交
付

を
、
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者


が
ར
用
運
送
を
行
う
時

は
、
ҕ
ୗ
先
へ
の
ॻ
面
交
付

;PPNࢀՃ
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ۀ
ք
ͷ

Ґ

্

ࢦ
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「選択と集中」予算編成

౦
ト
協

øú
ࢧ
部
Ͱ

ඪ
Ā5
ˋ
を
ୡ


標
準
的
運
賃
ಧ
ग़

ÿÿ
・
̑
％

ؔ৺ࢀ͘ߴՃऀఆһʹ

国交省

物
ྲྀ
վ
ਖ਼
๏
ࢪ
ߦ
Ͱ
આ
໌
ձ

̏月��日ձɾΦϯϥΠϯ

申
込
３
月
３
日
ま
で

ؔ
ト
協


ྲྀ
ͷ
２
０
２
４
年
問
題
આ
໌
ձ
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国
土
交
通
ল
は
２
月
1ÿ

日
、
昨
年
５
月
に
公

さ
れ

た「
流
通
業
務
の
総
合
化
ٴ

び
効

化
の
ଅ
進
に
関
す
る

๏

ٴ
び
՟
物
自
動
車
運
送

事
業
๏
の
一
部
を
վ
正
す
る

๏

」（
以
下
、վ
正
๏
）の

ࢪ
行
に

い
、
物
流
վ
正
๏

に
よ
る
վ
正
後
の
物
資
の
流

通
の
効

化
に
関
す
る
๏


に
基
ͮ
く
基
本
方

や
、
事

業
者
の
取
り

Ή

き
ા
置

に
つ
い
て
の
判
அ
基
४
を
定

め
る
ল
令

を
公

し
た
。

վ
正
๏
の
一
部
が
令
和
̓

年
４
月
１
日
か
ら
ࢪ
行
さ

れ
、
荷
主
・
物
流
事
業
者
に

対
し
、
物
流
効

化
の
た
め

に
取
り

Ή

き
ા
置
に
つ

い
て
努
力
義
務
が
՝
せ
ら
れ

る
こ
と
を
౿
ま
え
、今
ൠ
、ল

令・ࠂ
示
を
制
定
し
た
も
の
。

վ
正
内
༰
の
֓
要
は
次
の
通

り
。
ৄ
ࡉ
は
、
国
交
ল
ホ
ー

ム
ペ
ー
δ
の
条
文
を
参
র
。

ʓ
֓
要

・
国
土
交
通
ল
関
係
流
通

業
務
の
総
合
化
ٴ
び
効

化

の
ଅ
進
に
関
す
る
๏

ࢪ
行

規
ଇ
ٴ
び
ಠ
立
行
政
๏
人
మ

道
建
設
・
運
輸
ࢪ
設
整
備
支

ԉ
機
構
に
関
す
る
ল
令
の
一

部
を
վ
正
す
る
ল
令

国
土
交
通
ল
関
係
流
通
業

務
の
総
合
化
ٴ
び
効

化
の

ଅ
進
に
関
す
る
๏

ࢪ
行
規

ଇ
に
お
い
て
荷
待
ち
時
間
ٴ

び
荷
役

時
間
の
ࢉ
定
方
๏

を
定
め
る

の
վ
正
を
行
っ

た
。

˞
条
文
よ
り

ừ
ՙ

ͪ
࣌
ؒ
Ử

運
転
者
が
集
՟
ए
し
く
は

配
達
を
行
う

き
場
所
ຢ
は

そ
の
प
ล
の
場
所
に
到
着
し

た
時
ࠁ
か
ら
荷
役

を
開
࢝


列
、
ラ
ϕ
ル
の
ష
付
け
、

代
金
の
取
立
て
ຢ
は
立
替

え
、
荷
主

が
行
う
荷
役
へ

の
立
会
い
そ
の
ଞ
の
通
常
同

条
ୈ
一
߸
に
規
定
す
る
՟
物

自
動
車
の
運
転
の
業
務
に
ෟ

帯
す
る
業
務
と
す
る
。

ࢉ
定
さ
れ
る
時
間
は
、
運

転
者
が
荷
役

を
開
࢝
し
た

時
ࠁ
か
ら
ऴ
ྃ
し
た
時
ࠁ
ま

で
の
時
間（
荷
役

に
ै
事

し
て
い
な
い
時
間
を
আ
く
。）

と
す
る
。

・
՟
物
自
動
車
運
送
事
業

者

の
՟
物
自
動
車
運
送
役

務
の
持
続
Մ
能
な
ఏ
ڙ
の
確

保
に
資
す
る
運
転
者
の
運
送

ٴ
び
荷
役

の
効

化
に
関

す
る
判
அ
の
基
४
と
な
る


き
事
߲
を
定
め
る
ল
令

՟
物
自
動
車
運
送
事
業
者


が
取
り

Ή

き
ા
置
に

つ
い
て
判
அ
基
४
を
定
め

国
交
ল
は
４
月
１
日
か

ら
、
車
検
ূ
の
有
効
期
間
ຬ

ྃ
日
の
２
か
月
前
か
ら
車
検

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す

国
交
ল
は
２
月
５
日
、
ୈ

３
回「
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
に

し
た
時
ࠁ
ま
で
の
時
間
と
す

る
。到

着
し
た
時
ࠁ
は
、
ܾ
定

さ
れ
た
՟
物
の
受

し
を
行

う
時
ࠁ
ए
し
く
は
時
間
帯
の

開
࢝
時
ࠁ
ຢ
は
運
転
者
が
ࢦ

示
ए
し
く
は
伝
達
さ
れ
た
՟

物
の
受

し
を
行
う
時
ࠁ
ए

し
く
は
時
間
帯
の
開
࢝
時
ࠁ

よ
り
も
前
に
集
՟
場
所

に

到
着
し
た
場
合
こ
れ
ら
の

時
ࠁ
。

到
着
後
速
や
か
に
受
付
そ

の
ଞ
こ
れ
に
類
す
る
行
ҝ
を

行
っ
た
場
合
、
当
֘
行
ҝ
を

行
っ
た
時
ࠁ
。

ừ
ՙ


࣌
ؒ
Ử

荷
役

の
業
務
は
、
՟
物

の
品
質
ຢ
は
数
ྔ
が
こ
れ
ら

に
つ
い
て
定
め
る
ܖ
約
の
内

༰
に
ద
合
す
る
か
ど
う
か
の

検
査
、
՟
物
の
荷
造
り
、
ൖ

出
、ൖ
入
、保
管
、
分
ຢ
は

た
。・

՟
物
自
動
車
関
連
事
業

者
の
՟
物
自
動
車
運
送
役
務

の
持
続
Մ
能
な
ఏ
ڙ
の
確
保

に
資
す
る
運
転
者
の
運
送
ٴ

び
荷
役

の
効

化
に
関
す

る
判
அ
の
基
४
と
な
る

き

事
߲
を
定
め
る
ল
令

՟
物
自
動
車
関
連
事
業
者

が
取
り

Ή

き
ા
置
に
つ

い
て
判
அ
基
४
を
定
め
た
。

・
荷
主
の
՟
物
自
動
車
運

送
役
務
の
持
続
Մ
能
な
ఏ
ڙ

の
確
保
に
資
す
る
運
転
者
の

運
送
ٴ
び
荷
役

の
効

化

に
関
す
る
判
அ
の
基
४
と
な

る

き
事
߲
を
定
め
る
໋
令

（
荷
主
事
業
所
管
ল
ி
ڞ
管
）

荷
主
が
取
り

Ή

き
ા

置
に
つ
い
て
判
அ
基
४
を
定

め
た
。

・
՟
物
自
動
車
運
送
役
務

の
持
続
Մ
能
な
ఏ
ڙ
の
確
保

に
資
す
る
運
転
者
の
運
送
ٴ

び
荷
役

の
効

化
の
推
進

に
関
す
る
基
本
的
な
方


（
ࠂ
示
、
農
ྛ
ਫ
産
ল
・
経

ࡁ
産
業
ল
ڞ
管
）

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の

運
送
・
荷
役

の
効

化
の

推
進
の
ҙ
義
・
目
ඪ

を
定

め
た
。

˞
条
文
よ
り

ừ
ӡ
స
ऀ
の
ՙ

ͪ
࣌
ؒ


の

ॖ
Ử

令
和
10
年

ま
で
に
、
全

国
の
՟
物
自
動
車
に
よ
る
輸

送
の
う
ち
５
ׂ
の
運
行
で
荷

待
ち
時
間

を
�
時
間

ॖ

す
る
こ
と
で
、
運
転
者
１
人

当
た
り
の
荷
待
ち
時
間

を

年
間
１
２
５
時
間

ॖ
す
る

こ
と
を
࣮
現
す
る
も
の
と
す

る
。こ

の
た
め
に
は
、
現
状
、

運
転
者
の
１
運
行
の
平
ۉ
߆

ଋ
時
間
の
う
ち
、
荷
待
ち
ٴ

び
荷
役

に
か
か
る
時
間
が

合
ܭ
約
3
時
間
と
推
ܭ
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
౿
ま
え
、
こ

の
１
運
行
当
た
り
の
荷
待
ち

時
間

が
全
国
平
ۉ
で
合
ܭ

2
時
間
以
内
と
な
る
よ
う
荷

待
ち
時
間

を

減
す
る
必

要
が
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
を

౿
ま
え
、
荷
主

は
、
１
回

る
。
道
路
運
送
車
両
๏

ࢪ
行
規
ଇ
を
վ
正
し
、

「
有
効
期
間
ຬ
ྃ
日
の

２
か
月
前
か
ら
ຬ
ྃ
日

ま
で
の
間
」
に
受
検
し

こ
れ
は
、
車
検
ध
要
が
年



に
集
中
し
て
い
る
た

め
、
こ
の
時
期
は
自
動
車
Ϣ

ー
ザ
ー
が
整
備
や
車
検
の
予

約
が
取
り
ͮ
ら
く
、
自
動
車

整
備
士
の

業
・
ٳ
日
出
勤

が
発
生
す
る


が
生
じ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
車
検
の
ࠞ

ࡶ
؇
和
と
自
動
車
整
備
士
の

働
き
方
の
վ
ળ
の
た
め
、
վ

正
さ
れ
た
も
の
。
ま
た
、
自

ഛ

保
ݥ
の
有
効
期
間
も
こ

れ
に
整
合
さ
せ
る
た
め
、
自

動
車
ଛ

ഛ
ঈ
保
ো
๏
ࢪ
行

規
ଇ
を
վ
正
し
、
４
月
１
日

か
ら
ࢪ
行
さ
れ
る
。

例
え
ば
、有
効
期
間
が「
令

和
̓
年
５
月
15
日
」
の
՟
物

自
動
車
を
令
和
̓
年
３
月
ú1

お
け
る
多
重
下

構
造
検
౼

会
」（
࠲
長
⽅
野
৲
ढ़
明
流
通

経
ࡁ
大
学
名
༪
ڭ
त
）

を
開
催
し
た
。

検
౼
会
で
は
、
前
回

ま
で
の
ٞ

を
౿
ま
え

た
上
で
、
①
上
流
を
起

ݯ
と
す
る
規

あ
る
取

引

ڥ
の
形
成
、
②
下

流
に
お
け
る
ড়
化
作
用

の
強
化
、
③
上
下
流
を

ܨ
ぐ
取
引
ル
ー
ト
の
拡

大
Ổ
Ổ
の
３
つ
の
観
点

か
ら
、
多
重
下

構
造

の
ղ
ফ
に
向
け
て

点

を
整
理
し
た
。

規

あ
る
取
引

ڥ
の
形

成
で
は
、
࣮
運
送
事
業
者
に

お
け
る
݈
全
な
事
業
運
営
、

ド
ラ
イ
バ
ー
に
お
け
る
ద
正

な
賃
金
の
ऩ
受
を
担
保
す
る

た
め
に
は
、
࣮
運
送
の
上
流

に
位
置
し
、
商
׳
行
を
ൈ
本

的
に
ੋ
正
す
る
に
足
る
規
ଇ

な
ど
の
ા
置
を
՝
す
こ
と
が

必
要
と
し
た
。

ま
た
、
ড়
化
作
用
の
強
化

で
は
、
ద
正
な
運
賃
ਫ
४
の

維
持
に
対
し
て
、
よ
り
効
果

を
発
揮
す
る
手
๏
の
あ
り
方

に
つ
い
て
も
検
౼
を
ਂ
め
る

と
と
も
に
、
ા
置
の
࣮
効
性

を
確
保
す
る
た
め
の
方
ࡦ
に

つ
い
て
も
ซ
せ
て
検
౼
が
必

の
受

し
ご
と
の
荷
待
ち
時

間

に
つ
い
て
、
原
ଇ
と
し

て
目
ඪ
時
間
を
１
時
間
以
内

と
設
定
し
つ
つ
、
業
界
の
特

性
そ
の
ଞ
の
事
情
に
よ
り
や

Ή
を
得
な
い
場
合
を
আ
き
、

２
時
間
を
超
え
な
い
よ
う
荷

待
ち
時
間

を

ॖ
す
る
も

の
と
す
る
。
な
お
、
１
回
の

受

し
ご
と
の
荷
待
ち
時
間


が
１
時
間
以
内
で
あ
る
荷

主

に
つ
い
て
は
、
そ
の
ܧ

続
ٴ
び
վ
ળ
に
努
め
る
も
の

と
す
る
。

ừ
ӡ
స
ऀ
̍
ਓ

ͨ
Γ
の
̍

ճ
の
ӡ
ૹ
͝
ͱ
の
՟

の
ॏ

ྔ
の
૿
Ճ
Ử

令
和
10
年

ま
で
に
、
全

国
の
՟
物
自
動
車
に
よ
る
輸

送
の
う
ち
５
ׂ
の
車
両
で
50

ˋ
を
目
ࢦ
し
、
全
体
の
車
両

で
ûû
ˋ
へ
の
増
加
を
࣮
現
す

る
も
の
と
す
る
。
ま
た
、
１

運
行
当
た
り
の
輸
送
効

の

向
上
に
当
た
っ
て
は
、
重
ྔ

ϕ
ー
ス
だ
け
で
な
く
、
༰
ੵ

ϕ
ー
ス
で
も
վ
ળ
を
図
る
も

の
と
す
る
。

要
と
し
た
。

さ
ら
に
、
取
引
ル
ー
ト
の

拡
大
で
は
、
多
重
構
造
を
հ

さ
ず
安
定
的
・
ܧ
続
的
に
取

引
し
得
る

ڥ
を
整
え
て
い

く
こ
と
が
必
要
と
し
た
上

で
、
輸
送
ध
要
の
波
動
を
ٵ

ऩ
し
つ
つ
、
輸
送
能
力
や
条

件
に
応
じ
た
ద
切
な
受
発


マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
う


み

な
ど
の
整
備
ଅ
進
や
ී
ٴ
が

必
要
と
し
た
。

検
౼
会
は
、
ト
ラ
ッ
ク
運

送
業
の
多
重
下

構
造
の
ੋ

正
な
ど
を
通
じ
た
ద
正
な
運

賃
ऩ
受
に
向
け
て
必
要
な
対

ࡦ
を
検
౼
す
る
た
め
に
設
置

さ
れ
た
も
の
。

日
に
ܧ
続
検
査
を
行
う
と
、

ߋ
৽
後
の
有
効
期
間
は「
令

和
８
年
３
月
ú0
日
」と
な
り
、

有
効
期
間
が

ॖ
さ
れ
る
。

有
効
期
間
が「
令
和
̓
年

５
月
15
日
」
の
՟
物
自
動
車

を
վ
正
後
の
令
和
̓
年
４
月

１
日
に
ܧ
続
検
査
を
行
う
と

ߋ
৽
後
の
有
効
期
間
は「
令

和
８
年
５
月
15
日
」と
な
る
。

そ
の
た
め
今
年


は
、

有
効
期
間
の

ॖ
に

ҙ
が

必
要
だ
。

ま
た
、
事
業
用
՟
物
自
動

車
は
、３
か
月
ご
と
の
定
期

点
検
整
備
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
車
検
と

あ
わ
せ
て
事
業
者
に
は
ܭ
ը

的
な
࣮
ࢪ
が
求
め
ら
れ
る
。

て
も
、

ଘ
す
る
有
効
期
間

が
ࣦ
わ
れ
な
い
こ
と
と
し
た

も
の
で
、
現
行
の「
１
か
月

以
内
」が
延
長
さ
れ
る
。

物
ྲྀ
վ
ਖ਼
๏
ࢪ
ߦ
ʹ

͏

ࣄ
ۀ
ऀ
の
औ
Γ

Ή

͖
ા
ஔ

を
ࡦ
ఆ

国交省

τ
ラ
ỽ
Ϋ
ӡ
ૹ
ۀ
ʹ
͓
͚
Δ

ଟ
ॏ
Լ

ߏ

ݕ
౼
ձ
ୈ
３
ճ

国交省

ղফʹ͚ͯཧ

車
ݕ
ͷ
ड
ݕ
ظ
間

を
２
か
月
લ
か
ら

４
月
̍
日
か
ら

ࠃ
ަ
ল
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公
取
ҕ
は
昨
年
12
月
、
11

万
ࣾ
に
࣮
ࢪ
し
た
価
格
転
嫁

円
滑
化
の
取
り

み
に
関
す

る
特
ผ
調
査
の
結
果
を
公
ද

し
た
。
発

者
に
対
し
、
受


者
が「
転
嫁
を
要

し
た
」

ׂ
合
は
、
全
体
で
は
ú0
・
８

ˋ
だ
っ
た
が
、
道
路
՟
物
運

送
業
は
úú
・
０
ˋ
と
ൺ
ֱ
的

高
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、「
要

し
た
す

て
の

サ
ー
Ϗ
ス
が
引
き
上
げ
ら
れ

た
」
は
全
体
の
5û
・
２
ˋ
に

対
し
、
道
路
՟
物
運
送
業
は

ú7
・
９
ˋ
と
約
1ý
⻲
も

か

っ
た
。「
す

て
ਾ
え
置
か

れ
た
」ׂ
合
も
、全
体
の
１
・

８
ˋ
に
対
し
て
２
・
８
ˋ
と

高
か
っ
た
。

中
企
ி
は
１
月
、
昨
年
９

月
の
価
格
交
ব
ଅ
進
月
間
の

下

け
だ
け
で
な
く
、
発
荷

主
と
運
送
事
業
者
と
の
取
引

類
型
も
下

๏
の
対

と
す

る
な
ど
と
と
も
に
、
ࣥ
行
を

担
保
す
る
た
め
、「
報
復
ા

置
の
ې
ࢭ
」
の
ਃ
ࠂ
先
と
し

て
事
業
所
管
大
臣
を

加
す

る
こ
と
を

り
ࠐ
ん
だ
。

つ
ま
り
、
ト
ラ
ッ
ク
事
業

を
所
管
す
る
国
交
ল
に
権
ݶ

を
与
え
る
も
の
で
あ
り
、
同

ল
の
鶴
田
ߒ
ٱ
物
流
・
自
動

車
ہ
長
は「
ऑ
い
立
場
の
物

流
事
業
者
が
̜
ϝ
ン
に
ਃ
ࠂ

し
や
す
い

ڥ
が
つ
く
ら
れ

る
」
と
歓
迎
の
ҙ
を
示
し
て

い
る
。

物
流
を
ม
え
る
の
は
２
０

２
４
年


と
い
わ
れ
る
今

し
か
な
い
。
ト
ラ
ッ
ク
事
業

者
も
、
物
流
を
݈
全
な
産
業

に
し
て
い
く
た
め
、
報
復
を

ڪ
れ
ず
行
動
を
起
こ
す
時
期

に
き
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

（
ϥ
Π
λ
ồ

ᖒ
ా

）

フ
Ỽ
ϩ
ー
ア
ッ
ϓ
調
査
結
果

（
ୈ
２

）を
公
ද
。
10
ࣾ

以
上
の
受

型
中
小
企
業
か

ら「
主
要
な
取
引
先
」
と
し

て
ڍ
げ
ら
れ
た
２
１
１
ࣾ
に

つ
い
て
、
価
格
交
ব
お
よ
び

価
格
転
嫁
の
状
況
を
点
数
化

し
て
示
し
た
。
２
１
１
ࣾ
の

う
ち
、
物
流
元

け
企
業
が

1ý
ࣾ
ؚ
ま
れ
て
い
る
。

点
数
化
は
４
ஈ
階
で
行
っ

て
お
り
、
中
企
ி
は
ア
イ
ウ

エ
で
示
し
て
い
る
が
、
分
か

り
や
す
く
༏
・
良
・
Մ
・
不

Մ
で
ද
し
て
み
た
。「
価
格

交
ব
し
て
回
答
を
得
ら
れ

た
」は
、全
体
で
は「
༏
」が

ý5
・
９
ˋ
を

め
最
も
多
か

っ
た
が
、
物
流
元

け
企
業

は「
良
」
が
1ý
ࣾ
中
９
ࣾ
あ

り
、「
༏
」は
５
ࣾ
に
と
ど
ま

と
最
も
多
か
っ
た
。

つ
ま
り
、
物
流
元
・
下


け
関
係
は
、
価
格
交
ব
・
転

嫁
と
も
に
平
ۉ
よ
り
１
ラ
ン

ク

い
結
果
と
な
っ
た
。

国
交
ল
は
、
昨
年
11
・
12

月
の
ト
ラ
ッ
ク
・
物
流
̜
ϝ

ン
に
よ
る「
集
中

ࢹ
月
間
」

の
取
り

み
結
果
を
ま
と

め
、
ద
正
な
取
引
を
્

す

る
疑
い
の
あ
る
悪
質
な
荷
主

や
元

け
に
対
し
、
４
２
３

件
の「
働
き
か
け
」、̓
件
の

「
要

」、２
件
の「
ק
ࠂ
」を

࣮
ࢪ
し
た
。
ק
ࠂ
や
要

の

対

に
な
っ
た
荷
主
・
元


け
に
は
、
̜
ϝ
ン
に
よ
る
フ

Ỽ
ϩ
ー
ア
ッ
ϓ
を
ܧ
続
し
、

վ
ળ
が
図
ら
れ
な
い
場
合
は

さ
ら
な
る
๏
的
ા
置
を
ؚ

め
、
厳
正
に
対
ॲ
す
る
と
し

て
い
る
。

こ
れ
と
合
わ
せ
、
昨
年
９

～
10
月
に
か
け
て
全
ト
ラ
ッ

ク
事
業
者
を
対

に
し
た
࣮

ଶ
調
査
の
結
果
を
公
ද
。
ҧ


原
因
行
ҝ
は
、
長
時
間
の

荷
待
ち
が
úû
ˋ
を

め
最
も

多
い
が
、
運
賃
・
料
金
の
不

当
な
ਾ
え
置
き
、
ܖ
約
に
な

い
ෟ
帯
作
業
も
と
も
に
2û
ˋ

に
達
し
、
ܾ
し
て
少
な
く
な

か
っ
た
。

気
に
な
る
の
が
、「
ҧ


原
因
行
ҝ
が
あ
る
」
と
回
答

し
た
ト
ラ
ッ
ク
事
業
者
の
う

ち
、
ಗ
名
の
た
め
連
བྷ
が
取

れ
な
い（
2û
ˋ
）、̜
ϝ
ン
に

よ
る

加
調
査
を
ر
望
し
な

い（
ú2
ˋ
）、ੋ
正
ࢦ
導
に
׆

用
を
望
ま
な
い（
９
ˋ
）な

ど
、
荷
主
な
ど
か
ら
の
報
復

を
ڪ
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か

が
わ
れ
る
。

公
取
ҕ
と
中
企
ி
は
、
下


๏
վ
正
を
前
ఏ
に
、
企
業

取
引
ݚ
ڀ
会
の
報
ࠂ
ॻ
を
昨

年

れ
に
公
ද
。
約
ଋ
手
形

を
ഇ
ࢭ
す
る
、
支

い
サ
イ

ト
を

く
す
る
、
元

け
と

っ
た
。

「
価
格
転
嫁
で
き
た
」
か

は
、全
体
で
は「
良
」が
ýĀ
・

２
ˋ
を

め
た
が
、
物
流
元


け
企
業
は「
Մ
」
が
11
ࣾ

Լ

๏
վ
ਖ਼
Ҋ
を
ఏ
ग़
へ

価格転嫁進まぬ実態明らかに

報復措置恐れず行動する時期

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
ڠ
会
は

ୈ
１
２
８
回「
ト
ラ
ッ
ク
運

送
業
界
の
景
況
感
」
調
査
結

果（
令
和
６
年
10
～
12
月
期
、

速
報
）を
ま
と
め
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
࣮
働


や
࣮
車

の
向
上
に
よ
る
輸

送
効

の
վ
ળ
と
輸
送
数
ྔ

の
増
加
を
受

け
、
景
況
感

の
判
அ
ࢦ
ඪ

は
（̊
マ
イ

ナ
ス
）
1ÿ
・

２
と
前
回
調

査（
６
年
̓

～
９
月
期
）

よ
り
10
・
９

⻲
վ
ળ
し
た（
以
下
、
ࢦ
ඪ

の
動
向
は
前
回
調
査
ൺ
）。

輸
送
ྔ
の
回
復
に

い
、

࣮
働

は
˚
０
・
６
で
1Ā
・

１
⻲
、
࣮
車

は
０
・
６
で

21
・
̓
⻲
そ
れ
ͧ
れ
վ
ળ
。

経
常
ଛ
ӹ
は
˚
２・６
で
８・

２
⻲
持
ち
直
し
た
。

業
種
ผ
に
み
る
と
、
一
ൠ

՟
物
で
は
輸
送
数
ྔ
が
１
・

３
で
1ý
・
９
⻲
վ
ળ
し
、
こ

れ
に

い
、営
業
ऩ
入
は
３・

３
で
０
・
９
⻲
の
上
ঢ
と
な

っ
た
が
、
運
賃
・
料
金
の
ਫ

४
は
û7
・
１
で
０
・
１
⻲
悪

化
し
、
原
価
上
ঢ
が
ऩ
ӹ
に

影
響
を
与
え
、
営
業
ར
ӹ
は

ް
生
労
働
ল
は
令
和
̓
年

４
月
１
日
か
ら
８
年
３
月
ú1

日
ま
で
の
ޏ
用
保
ݥ
料

を

վ
定
す
る
。

վ
定
で
は
ࣦ
業

څ
付
費


ॆ
当

ऩ
保
ݥ

を
１
０

０
０
分
の
１
引
き
下
げ
る
。

ҭ
ࣇ
ٳ
業
څ
付
費
ॆ
当

ऩ

保
ݥ

の
１
０
０
０
分
の
４

と
、
ೋ
事
業
費
ॆ
当

ऩ
保

ݥ

の
１
０
０
０
分
の
３
・

５
は
維
持
す
る
。

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
を
ؚ

Ή
一
ൠ
の
事
業（
農
ྛ
ਫ
産・

ਗ਼
酒
製
造
お
よ
び
建
設
の
事

業
以
外
）で
は
、
４
月
か
ら

１
０
０
０
分
の
1û
・
５
と
な

る
。
こ
の
う
ち
、
事
業
主
負

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
ڠ
会
・

日
本
՟
物
運
送
ڠ
同

合
連

合
会
の
求
荷
求
車
情
報
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
̬
̴
̱
̠
̞
̩
の

成
約
運
賃
ࢦ
数
に
よ
る
と
、

令
和
̓
年
１
月
の
ࢦ
数
は
１

３
９
で
年

ൟ

期
の
前
月

ൺ
８
⻲

下
し
た
も
の

の
、
前
年
同
月
ൺ
12
⻲

上
ঢ
し
た
。

成
約
運
賃
ࢦ
数
は
３

年
̓
月
以
߱
、
ûú
か
月
連
続

で
前
年
同
月
を
上
回
り
、
引

き
続
き
高
い
ਫ
४
で
推
移
し

て
い
る
。

荷
物
情
報（
求
車
）
ొ
録

件
数
は
1ú
万
２
５
５
１
件

で
、
前
年
同
月
ൺ
12
・
６
ˋ

増
加
。
一
方
、
成
約

は

17
・
１
ˋ
で
同
１
・
３
⻲
減

少
し
た
。

化
す
る
見
ࠐ
み
。
こ
う
し
た

状
況
を
౿
ま
え
、
経
常
ଛ
ӹ

は
˚
10
・
５
で
̓
・
９
⻲
悪

化
す
る
見
ࠐ
み
。

業
種
ผ
に
み
る
と
、
一
ൠ

՟
物
で
は
輸
送
数
ྔ
が
０
・

̓
で
０
・
６
⻲
、
運
賃
・
料

金
の
ਫ
४
は
ú7
・
９
で
９
・

２
⻲
、
営
業
ऩ
入
は
２
・
０

で
１
・
３
⻲
、
営
業
ར
ӹ
は

˚
９
・
８
で
０
・
６
⻲
そ
れ

ͧ
れ
悪
化
す
る
見
ࠐ
み
。

特
ੵ
՟
物
で
は
、
輸
送
数

ྔ
が
３
・
２
で
３
・
３
⻲
悪

化
す
る
が
、
運
賃
・
料
金
の

ਫ
४
は
û1
・
９
で
３
・
２
⻲

վ
ળ
す
る
。こ
れ
に

い
、営

業
ऩ
入
は
６
・
５
で
３
・
３

⻲
、
営
業
ར
ӹ
は
３
・
２
で

６
・
４
⻲
そ
れ
ͧ
れ
վ
ળ
す

る
見
ࠐ
み
と
な
っ
て
い
る
。

˚
９
・
２
で
３
・
１

⻲
悪
化
し
た
。

特
ੵ
՟
物（

配

を
ؚ
Ή
）で
は
、
輸

送
数
ྔ
が
６
・
５
で
６
・
５

⻲
、
運
賃
・
料
金
の
ਫ
४
は

úÿ
・
̓
で
８
・
̓
⻲
そ
れ
ͧ

れ
վ
ળ
し
た
。
営
業
ऩ
入
は

３
・
２
で
１
・
８
⻲
悪
化
し

た
が
、
営
業
ར
ӹ
は
˚
３
・

２
で
１
・
８
⻲
վ
ળ
し
た
。

次
期（
̓
年
１
～
３
月
期
）

の
見
通
し
は
、
引
き
続
き
人

手
不
足
や
物
価
高
の
影
響
が

続
く
と
予
ଌ
し
、
景
況
感
の

ࢦ
ඪ
は
˚
2ý
・
６
で
８
・
４

⻲
の
悪
化
と
な
る
見
ࠐ
み

（
以
下
、
ࢦ
ඪ
の
動
向
は
今

回
調
査
ൺ
）。

࣮
働

は
０
・
６
で
１
・

２
⻲
վ
ળ
す
る
が
、
࣮
車


は
˚
１
・
３
で
１
・
９
⻲
悪

担
分
は
１
０
０
０
分
の
０
・

５
引
き
下
げ
、
１
０
０
０
分

の
９
と
な
る
。

昨
年
12
月
2ú
日
に
開
催
さ

れ
た
ୈ
２
０
１
回
労
働
政
ࡦ

৹
ٞ
会
৬
業
安
定
分
科
会
ޏ

用
保
ݥ
部
会
で
引
き
下
げ
Ҋ

が
示
さ
れ
た
も
の
で
、現
在
、

正
式
ܾ
定
を
待
っ
て
い
る
状

況
ޏ。

用
保
ݥ
料

の
引
き
下

げ
は
平
成
2Ā
年

以
来
、８

年
ぶ
り
と
な
る
。

事
業
主
は
４
月
１
日
以

߱
、
最
初
に
到
来
す
る
締
日

よ
り
支
څ
さ
れ
る
څ
与
か
ら

ద
用
が
必
要
と
な
る
。

国
土
交
通
ল

は
２
月
４
日
、

η
ー
フ
テ
ỹ
ネ

ッ
ト
保
ূ
５
߸

に
お
け
る「
一

ൠ
՟
物
自
動
車

運
送
事
業（
特

ผ
ੵ
合
せ
՟
物

運
送
業
を
আ

く
）」
の
ࢦ
定

が
事
務
手
続
き

の
ޡ
り
に
よ
り

࿙
れ
て
い
る
と
発
ද
し
た
。

「
一
ൠ
՟
物
」
が
ࢦ
定
࿙

れ
と
な
っ
て
い
る
の
は
令
和

̓
年
１
月
～
３
月
の
間
で
、

国
交
ল
と
中
小
企
業
ி
と
の

ڠ
ٞ
の
結
果
、
２
月
下
०
か

ら
３
月
上
०
を
目
్
に

加

ࢦ
定
す
る
。

η
ー
フ
テ
ỹ
ネ
ッ
ト
保
ূ

５
߸
は
、
ध
要
の
ஶ
し
い
減

少
な
ど
に
よ
り
中
小
企
業
者

の
相
当
部
分
の
事
業
׆
動
に

ஶ
し
い
支
ো
が
生
じ
て
い
る

業
種
に
つ
い
て
、
業
況
の
悪

化
し
て
い
る
業
種
を
࢛

期

ご
と
に
調
査
の
上
、
中
小
企

業
信
用
保
ݥ
๏
ୈ
２
条
ୈ
５

߲
ୈ
５
߸
の
規
定
に
基
ͮ
い

て
、
経
ࡁ
産
業
大
臣
が
ࢦ
定

（
ࠂ
示
）を
行
っ
て
い
る
も
の
。

こ
の
ࢦ
定
を
受
け
た
業
種

に
属
す
る
事
業
を
営
Ή
中
小

企
業
者
は
、
ച
上
高
な
ど
の

減
少
に
つ
き
市
ொ
ଜ
長
ま
た

は
特
ผ
۠
長
の
認
定
を
受
け

る
こ
と
に
よ
り
、
信
用
保
ূ

ڠ
会
か
ら
通
常
の
保
ূ
ݶ


額
と
は
ผ

で
保
ূ
を
行
う

η
ー
フ
テ
ỹ
ネ
ッ
ト
保
ূ
５

߸
の
ར
用
が
Մ
能
と
な
る
。

な
お
、
認
定
と
は
ผ
に
、
金

༥
機
関
お
よ
び
信
用
保
ূ
ڠ

会
に
よ
る
৹
査
が
あ
る
。

国
交
ল
は
、
今
回
の
ࢦ
定

࿙
れ
に
つ
い
て

謝
し
、
今

後
、
同
様
の
事
務
手
続
き
ޡ

り
が
発
生
し
な
い
よ
う
ෳ
数

者
に
よ
る
σ
ー
タ
確
認
を
ప

ఈ
す
る
と
と
も
に
、
ࢦ
定
࿙

れ
期
間
に
一
ൠ
保
ূ
な
ど
で

保
ূ
や
༥
資
を
受
け
た
Ҋ
件

へ
の
対
応
と
し
て
、
関
係
機

関
な
ど
に
対
し
、
आ
り
換
え

な
ど
の
対
応
を
ؚ
め
、
配
慮

を
求
め
て
い
る
。

運
賃
指
数

Ｗ
ｅ
ｂ
Ｋ
Ｉ
Ｔ

1
݄

̍
̏
̕
ʹ

લ
年
ൺ
12
⻲
্
ঢ

શ τ ڠ
՟ڠ࿈

ࣄ
ۀ
ओ
ෛ
୲
０
・
̕
％
に

ް࿑省

国交省

ޏ
༻
保
ݥ
ྉ

を
վ
ఆ
へ

Ұൠ՟ΛՃࢦఆ
ηʔϑςΟωοτอূ５߸

༌
ૹ
ޮ

ͳ
Ͳ
վ
ળ
ج
ௐ


Ӧ
業
ར
ӹ
վ
ળ
ʹ

ࢸ
Β
ͣਐ

·
ͳ
い
ί
ε
τ
૿

転
Շ

࣍
ظ
ݟ
௨
͠

ݫ
͠
い
ঢ়
گ

全
ト
協
ௐࠪײگܠ
̒��ʙ��月ظ
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ừ
̎
݄
�
Ỗ
��
日
Ử

ừ
̏
݄
�
Ỗ
��
日
Ử

̍
日

運
行
管
理
者
ࢼ
験
事

前
ߨ
習
会

̏
日

労
務
ߨ
習
会
˜
మ
߯

ઐ

部
会
安
全

ڥ
ҕ
員

会
̐
日

広
Ҭ
輸
送
基
地
運
営

܇
࿅
˜
労
務
ߨ
習
会

̒
日

ϩ
δ
ݚ
海
外
ݚ
修

（
～
８
日
）
˜
労
務
ߨ
習

̓
日
 

1û
時
ử
運
輸
安
全

ҕ
員
会（
東
ト
総
合
会
館

ʗ
̬
̴
̱
ซ
用
）
˝
15
時

ử
৯
ྐ
ઐ

部
会
ഴ
・
ค

ҕ
員
会（
東
ト
総
合
会
館
）

会
̓
日

労
務
ߨ
習
会
˜
支
部

事
務
ہ
事
務
長
会
ٞ

̔
日

運
行
管
理
者
ࢼ
験
事

前
ߨ
習
会

ø÷
日

ະ
来
型
グ
リ
ー
ン
・

エ
コ
ϓ
ϩ
δ
ェ
ク
ト
検
౼

小
ҕ
員
会

øù
日

三

৫
合
同
η
ϛ
ナ

ー
˜
同
৽
年
会

øú
日

海
上
コ
ン
テ
ナ
ઐ


部
会
業
務
ҕ
員
会

øû
日

৯
ྐ
ઐ

部
会
米
ࠄ

ҕ
員
会

øü
日

本
部
݈
康

அ

øø
日
 

12
時
ú0
分
ử
近
代

化
基
金
運
営
ҕ
員
会（
東

ト
総
合
会
館
）
˝
1ú
時
ú0

分
ử
東
京
都
交
付
金
事
業

৹
ٞ
ҕ
員
会（
東
ト
総
合

会
館
ʗ
̬
̴
̱
ซ
用
）
˝

15
時
ử
正
෭
会
長
会（
東

ト
総
合
会
館
）

øù
日
 
ử
10
時
ú0
分
ử
੫
制

金
༥
ҕ
員
会（
東
ト
総
合

会
館
ʗ
̬
̴
̱
ซ
用
）

購入価格は、購入に関する諸要因
（数量・支払条件・地域ほか）により
多少の幅があります（消費税込み）。軽 油 の 価 格

１
ℓ
当
た
り
の

       

軽
油
価
格

（東ト協調べ）

燃
料
給
油
は
東
京
都
内
で

軽
油
引
取
税
は
地
方
税
で
す

１
月
分

ˑスλϯυ ฏۉ ��1����ԁ
ˑロʔϦʔ ฏۉ ��1����ԁ
ˑݩചΓൃߦΧʔυ�� ฏ ۉ ��1����ԁ
ˑσΟʔϥʔൃߦΧʔυ� ฏ ۉ ��1����ԁ

い
る
が
、
৽
規

ޏ
用
者
݈

の

ະ
࣮
ࢪ
、
受


対

者
の
ະ
࣮

ࢪ
は
前
年
同
期
ൺ
で
減
少
し

て
お
り
、
事
業
者
の
݈
康


அ
に
対
す
る
重
要
性
の
認
ࣝ

が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
背

景
に
あ
る
。

こ
の
後
、̓
年

࣮
ࢪ
ܭ

ը（
Ҋ
）に
つ
い
て
৹
ٞ
し

た
。
通
常
८
回
ࢦ
導
は
年
１

３
４
０
事
業
所
、
ݸ
ผ
ࢦ
導

は
年
１
８
０
事
業
所
を
予
定

し
、
引
き
続
き
、
८
回
ࢦ
導

の
総
合
評
価
が
̙
・
̚
評
価

の
事
業
所
に
対
し
て
重
点
的

に
८
回
ࢦ
導
を
࣮
ࢪ
し
、
վ

ળ
を
図
っ
て
い
く
方

だ
。

物
流
の
ద
正
化
の
た
め
の

情
報
ऩ
集・調
査
な
ど
で
は
、

՟
物
自
動
車
に
よ
る
物
流
の

ద
正
化
に
向
け
て
、
ద
正
化

事
業
調
査
員（
̜
ϝ
ン
調
査

員
）を
બ
任
し
、
՟
物
自
動

車
運
送
事
業
者
か
ら
情
報
ऩ

集
お
よ
び
国
の
ト
ラ
ッ
ク
・

物
流
̜
ϝ
ン
に
よ
る
、荷
主・

元

事
業
者
に
対
す
る
調
査

な
ど
を
࣮
ࢪ
す
る
こ
と
と
し

た
。ま

た
、
今
年

の
՟
物
自

動
車
運
送
事
業
安
全
性
評
価

事
業（
̜
マ
ー
ク
制

）の

認
定
状
況
に
つ
い
て
報
ࠂ
し

た
。
全
認
定
事
業
所
数
は
２

万
９
０
６
９
事
業
所
で
、
車

両
数
５

以
上
事
業
所
の
認

定

は
úú
・
９
ˋ
、
東
京
都

内
の
認
定
事
業
所
数
は
５
２

̓
事
業
所
で
、
同
認
定

は

Āý
・
３
ˋ
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
̙
・
̚
評
価

事
業
所
に
対
す
る
८
回
ࢦ
導

の
࣮
ࢪ
状
況
や
、
̜
ϝ
ン
調

査
員
の
業
務
に
つ
い
て
説
明

し
、
認
定
条
件
に
合
う
ࢦ
導

員
を
Մ
能
な
ݶ
り
̜
ϝ
ン
調

査
員
に
ࢦ
定
し
、
׆
動
を
׆

発
化
し
て
い
く
。

東
ト
ڠ
は
３
月

1Ā
日
、
令
和
６
年


経
営
者
η
ϛ
ナ

ー「
物
流
業
界
の

ة
機
を
ٹ
う
ʂ
特

定
ٕ
能
外
国
人
ド

ラ
イ
バ
ー
࠾
用
ప

ఈ
ղ
説
～
最
ద
な

受
入
体
制
ι
リ
ュ
ー
シ
ἀ
ン

と
は
～
」
を
開
催
す
る
。
参

加
費
は
無
料
。

時
間
は
ޕ
後
２
時
～
３

時
、
会
場
は
東
ト
総
合
会
館

４
階
会
ٞ
ࣨ
。
ߨ
ࢣ
は
̩
̙

̜
ホ
ー
ル
σ
ỹ
ン
グ
ス
グ
ル

ー
ϓ
̘
̚
̤
の
加
藤
光
一
ࢯ
。

内
༰
は
、
特
定
ٕ
能
労
働

者
࠾
用
の
流
れ
や
、
運
転
໔

許
の
切
り
替
え
の
۩
体
的
な

手
続
き
な
ど
に
つ
い
て
ղ
説

す
る
。

東
ト
ڠ
会
員
事
業
者
の
経

東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
ڠ
会
ద

正
化
事
業
ࢦ
導
ҕ
員
会（
٠


正
ߒ
ҕ
員
長
）は
２
月
17

日
、
東
ト
総
合
会
館
で
、
令

和
６
年

ୈ
２
回
ҕ
員
会
を

開
催
し
、
今
年

の
東
京
都

ద
正
化
事
業
࣮
ࢪ
機
関
に
よ

る
事
業
࣮
ࢪ
結
果
な
ど
を

報
ࠂ
す
る
と
と
も
に
、̓
年


࣮
ࢪ
ܭ
ը（
Ҋ
）を
৹
ٞ
・

ঝ
認
し
た
。


頭
、
٠


ҕ
員
長
が
あ
い

さ
つ
し
、「
事

業
者
に
は
、
輸

送
の
安
全
と
安

心
の
確
保
が
求

め
ら
れ
て
い

る
。
ద
正
化

事
業
で
は
、
८

回
ࢦ
導
な
ど

を
通
じ
て
事
業
者
が
๏
令

に
ै
い
、
ద
正
な
事
業
運
営

を
行
う
た
め
に
、
荷
主
や
ࣾ

会
、
国
民
か
ら
信
པ
さ
れ
る

よ
う
、
事
業
者
の
支
ԉ
に
取

り

ん
で
い
る
。
昨
年
か
ら

ద
正
化
事
業
調
査
員
、
い
わ

ゆ
る
̜
ϝ
ン
調
査
員
を
બ
任

す
る
体
制
が
強
化
、
明
確
化

さ
れ
、
ద
正
化
事
業
が
さ
ら

に
効
果
的
に
進
め
ら
れ
る
よ

う
、
ҕ
員
会
と
し
て
助
ݴ
し

て
い
き
た
い
」と
ड़

た
。

ٞ
事
で
は
、
今
年

の
事

業
࣮
ࢪ
結
果（
今
年
１
月
ま

で
）に
つ
い
て
説
明
。
前
回

の
ࢦ
導
で
̙
・
̚
評
価
の
事

業
所
に
対
し
て
重
点
的
に
८

回
ࢦ
導
を
࣮
ࢪ
し
、
८
回
件

数
は
１
１
１
１
件（
前
年
同

期
ൺ
ý2
件
減
）、
総
ࢦ
導
件

数
は
３
１
８
６
件（
同
４
４

９
件
減
）だ
っ
た
。

ま
た
、
通
常
८
回
ࢦ
ఠ
߲

目
の
ワ
ー
ス
ト
５（
ࢦ
ఠ

）

を
報
ࠂ
。
整
備
管
理
者
ݚ
修

ະ
受
）ߨ
21
・
９
ˋ
）の
ׂ

合
が
高
く
な
り
、
ワ
ー
ス
ト

４
位
と
な
っ
た
と
説
明
。
݈

康

அ
ະ
受
（
21
・
４
ˋ
）

は
ワ
ー
ス
ト
５
位
と
な
っ
て

東
ト
ڠ
の
令
和
̓
年

交

付
金
事
業
࣮
ࢪ
ܭ
ը
Ҋ
は
、

業
界
が
๊
え
る
諸
՝

に
的

確
に
対
応
す
る
た
め
、
ै
来

の
発
想
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と

な
く
、
ॊ
ೈ
な
思
考
や
大


な
発
想
に
よ
り
৽
規
事
業
に

つ
い
て
ੵ
ۃ
的
に
検
౼
し
、

基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
、

՝

の
ղ
ܾ
に
向
け
た
効
果

的
な
予
ࢉ
を
ܭ
上
す
る
こ
と

な
ど
に
つ
い
て
取
り
ま
と
め

た
。̓

年

ܭ
ը
Ҋ
で
は
、
ド

ラ
イ
バ
ー
フ
Ỹ
ー
ス
ト
に
力

点
を
置
き
、
待
۰
վ
ળ
、
݈

康
管
理
、
安
全
ڭ
ҭ
の
৽
規

事
業
に
重
点
配
分
す
る
と
と

も
に
、
ط
ଘ
事
業
を
࣮

に

基
ͮ
く
見
直
し
に
よ
る
経
費


減
を
進
め
る「
બ

と
集

中
」予
ࢉ
と
す
る
。

事
業
ผ
の
予
ࢉ
Ҋ
・
ࢪ
ࡦ

は
次
の
通
り
。

ở
༌
ૹ
の
҆
શ
の
֬
อ
ʹ
ؔ

͢
Δ
ࣄ
ۀ
Ỡ
ử
予
ࢉ
Ҋ
１
ԯ

８
３
３
４
・
６
万
円（
前
年


ൺ
̓
・
６
ˋ
増
額
）

ợ
新
規
事
業
Ụ

˜
̚
ラ
ー
ニ
ン
グ
導
入
に

向
け
た
৽
た
な
助
成
制



ợ
拡
充
事
業
Ụ

˜
定
期
݈
康

அ
受

費

用
助
成
の
１
人
当
た
り

助
成
額
お
よ
び
件
数
の

増
額１

人
当
た
り
１
０
０

進
助
成

ở
α
ồ
Ϗ
ε
の
վ
ળ
ٴ
ͼ


্
ʹ
ؔ
͢
Δ
ࣄ
ۀ
Ỡ
ử
予
ࢉ

Ҋ
̓
２
４
５
・
８
万
円（
前

年

ൺ
1ú
・
３
ˋ
減
額
）

ợ
継
続
事
業
Ụ

˜
広
報
費

˜
中
小
企
業
大
学
ߍ
受
ߨ

料
助
成

ợ
廃
止
事
業
Ụ

˜
੨
年
部
関
東
ブ
ϩ
ッ
ク

大
会
主
催
経
費

ở

ڥ
の
อ
શ
ʹ
ؔ
͢
Δ
ࣄ

ۀ
Ỡ
ử
予
ࢉ
Ҋ
３
２
５
４
・

６
万
円（
前
年

ൺ
2ÿ
・
１

ˋ
減
額
）

０
円
ˣ
１
人
当
た
り
２
０
０

０
円

ợ
継
続
事
業
Ụ

「̃
働
き
や
す
い
৬
場
認

ূ
制

」取
得
費
用
助
成

˜
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
運
転

໔
許
取
得
助
成

˜
男
性
ド
ラ
イ
バ
ー
運
転

໔
許
取
得
助
成

˜

̢
̧
̞
݈

受

費

用
助
成

˜
運
行
管
理
者
一
ൠ
ߨ
習

受
ߨ
料
助
成

˜
ト
ラ
ッ
ク
フ
ェ
ス
タ
̩

̤
̠
̮
̤
２
０
２
５
の
開
催

˜
ド
ラ
イ
バ
ー
・
コ
ン
テ

ス
ト
の
開
催

˜
自
動
点
ݺ
機
器
導
入
ଅ

ợ
継
続
事
業
Ụ

˜
ল
エ
ネ
対
ࡦ
用
機
器
導

入
補
助

˜
近
代
化
基
金
に
よ
る
༥

資
あ
っ
せ
ん（
ར
子
補
څ
金

の
減
額
）

˜
̘
̣
̜
ト
ラ
ッ
ク
導
入

補
助（
助
成

数
の

減
）

˜
̚
̫
ト
ラ
ッ
ク
導
入
補

助（
助
成

数
の

減
）

ở
ద
ਖ਼
Խ
ʹ
ؔ
͢
Δ
ࣄ
ۀ
Ỡử

予
ࢉ
Ҋ
６
２
０
９
・
５
万
円

（
前
年

ൺ
０
・
２
ˋ
減
額
）

ợ
新
規
事
業
Ụ

˜
ద
正
化
事
業
調
査
業
務

の
通
年
࣮
ࢪ
開
）࢝
人
員
増
）

ợ
継
続
事
業
Ụ

˜
支
部
輸
送
相
ஊ
所
運
営

費
補
助


˜
८
回
ࢦ
導

の
ద
正
化

事
業

ở
ࡂ

ʹ
ࡍ
͠

ࢿ
Λ
ӡ
ૹ

͢
Δ
ମ
੍
の

උ
ʹ
ؔ
͢
Δ

ࣄ
ۀ
Ỡ
ử
９
９
３
・
４
万
円

（
前
年

ൺ
６
・
９
ˋ
減
額
）

ợ
継
続
事
業
Ụ

˜
ۓ
急
物
資
輸
送
体
制
整

備
˜


ࡂ
܇
࿅
へ
の
参
加


ở
ަ

ۚ
ࣄ
ۀ
の
ӡ
Ӧ

ཧ
Ỡ

ử
予
ࢉ
Ҋ
̓
１
６
１
・
８
万

円（
前
年

ൺ
９
・
０
ˋ
減

額
）

ợ
継
続
事
業
Ụ

˜
支
部
事
業
推
進
の
た
め

の
支
部
׆
動
運
営
費
補
助

営
者
・
役
員
・
管
理
者
な
ど

を
対

に
開
催
す
る
も
の

で
、
定
員
は
ý0
人（
定
員
に

な
り
次
ୈ
、受
付
ऴ
ྃ
）。

ਃ
し
ࠐ
み
は
３
月
17
日
ま

で
。
東
ト
ڠ
ホ
ー
ム
ペ
ー
δ

ʗ
η
ϛ
ナ
ー
情
報
の
開
催
Ҋ

内「
受
ߨ
ਃ
ࠐ
フ
Ỽ
ー
ム
」

か
ら
行
う
。

˜

い
合
わ
せ
先
ử
東
ト

ڠ
業
務
部
ڭ
ҭ
ݚ
修
・
輸
送

（̜
ὸ
0ú
・
３
３
５
９
・
４

１
３
̓
）

東
ト
ڠ
は
、
ڠ

会
ホ
ー
ム
ペ
ー

δ（
̝
̥
）で
、令

和
̓
年

・
ୈ
ûý

回「
東
ト
ڠ
ド
ラ

イ
バ
ー
・
コ
ン
テ

ス
ト
」
の
出
場
બ

手
を
ื
集
し
て
い

る
。
受
付
期
間
は

３
月
1Ā
日
ま
で
。

東
ト
ڠ
ド
ラ
コ

ン
は
、
ܯ
ࢹ
ி
交

通
部
と
の
ڞ
催
に

よ
り
、
安
全
運
転

の

ࣝ
・
ٕ
能
向

上
と
、
都
民
に
信

པ
さ
れ
る
ϓ
ϩ
ド

ラ
イ
バ
ー
と
し
て

の
ҙ
ࣝ
高
༲
を
図

る
目
的
で
࣮
ࢪ
し

て
い
る
も
の
。
全
日
本
ト
ラ

ッ
ク
ڠ
会
主
催
の
ୈ
57
回
ド

ラ
コ
ン
に
出
場
す
る
、
東
京

都
代
ද
બ
手
の
બ
考
を
݉
ね

て
࣮
ࢪ
す
る
。

昨
年
の
ୈ
5ý
回
大
会
で

は
、
東
京
都
代
ද
બ
手
が
ト

レ
ー
ラ
部

で
༏
উ
。
こ
れ

に
続
き
、
日
々
の
安
全
運
転

を
࣮
ફ
す
る
た
め
ഓ
っ
た


ࣝ
と
ٕ
能
を
ڝ
い
ϓ
ϩ
ト
ラ

ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
日
本
一
を

目
ࢦ
し
て
、
多
く
の
ド
ラ
イ

バ
ー
に
ੵ
ۃ
的
に
参
加
す
る

よ
う
ݺ
び
か
け
て
い
る
。

開
催
֓
要（
日
ఔ
・
会
場
）

は
、次
の
通
り
。

ở
学
科
競
技
Ỡ

４
月
2û
日（

）
1ú
時
ú0

分
か
ら
受
付
、
1û
時
15
分
開

࢝
ʗ
東
ト
総
合
会
館

˞
中
ࢭ
の
場
合
、
４
月
2ÿ
日

（
月
）に
ม
ߋ

ở
実
科
競
技
Ỡ

５
月
25
日（
日
）
①
ト
レ

ー
ラ
部

・
女
性
部
（
ト

レ
ー
ラ
બ

者
）８
時
か
ら

受
付
、
８
時
20
分
開
࢝
、
②

一
ൠ
部

・
女
性
部
（
２

Ἁ
・
４
Ἁ
・
11
Ἁ
બ

者
）

10
時
か
ら
受
付
、
11
時
開
࢝

ʗ
ܯ
ࢹ
ி
府
中
運
転
໔
許
ࢼ

験
場˞

中
ࢭ
の
場
合
、
学
科
ڝ

ٕ
の
成

ॱ
で
༏
উ
者
を
ܾ

定
す
る

ở
表
彰
式
Ỡ

６
月
２
日（
月
）
1û
時
ú0

分
か
ら
受
付
、
15
時
開
࢝
ʗ

東
ト
総
合
会
館

ở
競
技
部
門
Ỡ

一
ൠ（
２
Ἁ
・

４
Ἁ
・
11
Ἁ
）・

女
性
・
ト
レ
ー
ラ

の
５
部


˞
一
ൠ
２
Ἁ
部


は
、
東
ト
ڠ
大
会
の
み
の

開
催˞

各
部

の
参
加
者
が
ෳ

数
名（
２
名
以
上
）に
ຬ
た

な
い
場
合
は
֘
当
し
た
部


の
ڝ
ٕ
、
ද
জ
、
全
国
大
会

へ
の
બ
手
推
ન
は
行
わ
な
い

˞
女
性
・
ト
レ
ー
ラ
部


へ
の
参
加
ਃ
ࠐ
事
業
者
に
つ

い
て
は
、
同
部

の
参
加
ਃ

ࠐ
１
名
に
つ
き
、
࣮
ࢪ
要
ߝ


で
規
定
す
る
参
加
ਃ
ࠐ
上

ݶ
を
１
名
ず
つ

加
で
き
る

ở
表
彰
Ỡ

˜
ݸ
人
ද
জ

各
部

を
通
じ
た
最
༏
秀

者
と
各
部

༏
উ
者
の
ほ

か
、
各
部

の
上
位
５
位
ま

で
の
者
を
ද
জ

˜
事
業
所
ද
জ

最
༏
秀
者
の
所
属
事
業
所

を
ද
জ

ৄ
ࡉ
は
、
東
ト
ڠ
ホ
ー
ム

ペ
ー
δ
ま
た
は
ಉ
෧
の
ν
ϥ

γ
を
参
র
。

˜

い
合
わ
せ
先
ử
東
ト

ڠ
業
務
部
交
通・
ڥ
（̜
ὸ

0ú
・
３
３
５
９
・
３
６
１
８
）

交
付
金
事
業
実
施
計
画
案

౦
ト
協

̓
年


υ
ϥ
Π
ό
ー
ϑ
Ỹ
ー
ε
τ
に
ྗ


̚
ϥ
ồ
χ
ϯ
ά
ಋ
ೖ
ਪ
ਐ


̓


ࣄ
ۀ
ܭ
ը
Ҋ
を
৹
ٞ

̜
ϝ
ϯ
ௐ
ࠪ
һ
׆
ಈ
を
ల
開

東τڠ 経営者セミナー

特
定
技
能
外
国
人

ド
ラ
イ
バ
ー
の
採
用
に
つ
い
て

東τڠ�適正化事業指導委員会

東τڠ
ୈ4ýճドラコン出場選手を募集中

ද
জ
ࣜ

̒
݄
̎


࣮

Պ

̑
݄
25


ֶ

Պ

̐
݄
24


։࠵日ఔ
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東
ト
ڠ
ϩ
δ
ス
テ
ỹ
ク
ス

ݚ
ڀ
会
・
੨
年
部
・
女
性
部

の
三

৫
は
２
月
12
日
、
港

۠
の
明
治
記
೦
館
で
、
令
和

６
年
「
三

৫
合
同
η
ϛ

ナ
ー
」
を
開
催
。
三

৫
ϝ

ン
バ
ー
を
は
じ
め
、
東
ト
ڠ

の
各
෭
会
長・支
部
長
な
ど
、

多
数
が
参
加
し
た
。

今
回
の
η
ϛ
ナ
ー
は
、
女

性
部
が
担
当
し
、
関
東
運
輸

ہ
の
藤
田
礼
子
ہ
長
が
、「
国

土
交
通
ল
に
お
け
る
δ
ェ
ン

ダ
ー
主
流
化
の
取
り

み
や

物
流
の
２
０
２
４
年


へ

の
取
り

み

に
つ
い
て
」

を
テ
ー
マ
に

ߨ
演
。

藤
田
ہ
長
は
、
国
交
ল
に

お
け
る
δ
ェ
ン
ダ
ー
主
流
化

に
つ
い
て
、「
ڞ
生
ࣾ
会
࣮

現
の
一

と
し
て
、
行
政
や

サ
ー
Ϗ
ス
を
ఏ
ڙ
す
る
側
が

男
女
の
異
な
る
ニ
ー
ζ
を
理

ղ
し
て
、
政
ࡦ
や
サ
ー
Ϗ
ス

に

ө
し
て
い
き
、
サ
ー
Ϗ

ス
を
ఏ
ڙ
す
る
ै
業
員
や
経

営
װ
部
に
お
け
る
、
女
性
ൺ


を
高
め
る
取
り

み
を
強

化
す
る
こ
と
」
と
ղ
説
。
そ

の
取
り

み
の
一
部
と
し

て
、
昨
年
̓
月
に「
δ
ェ
ン

ダ
ー
と
交
通
η
ϛ
ナ
ー
」
を

開
催
。
ト
ラ
ッ
ク
業
界

か
ら
は
東
ト
ڠ
女
性
部

の
原
ྰ
子
本
部
長
が
出

੮
し
、
そ
の
ほ
か
国
内

の
交
通
企
業
の
女
性
経

営
װ
部
か
ら
、
女
性
の

移
動
ニ
ー
ζ
を
取
り
入

れ
た
交
通
サ
ー
Ϗ
ス
の

ఏ
ڙ
や
、
交
通
分
野
で

働
く
ै
業
員
、
管
理
৬

へ
の
女
性
参
ը
の
ଅ
進

に
つ
い
て
ٞ

を
行
っ

た
と
ड़

た
。

ま
た
、
物
流
の
２
０

２
４
年


へ
の
取
り

み

に
つ
い
て
、
物
流
と
ト
ラ
ッ

ク
運
送
事
業
者
の
働
き
方
を

め
ぐ
る
現
状
を
౿
ま
え
、
令

和
６
年
４
月
か
ら
時
間
外
労

働
の
上
ݶ
規
制
が
ద
用
さ
れ

た
こ
と
、
あ
わ
せ
て
ト
ラ
ッ

ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
߆
ଋ
時
間

を
定
め
た「
վ
ળ
基
४
ࠂ
示
」

に
よ
り
、
߆
ଋ
時
間

の
規

制
が
強
化
さ
れ
た
と

説
明
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中

で
、
２
０
２
４
年


ア
ッ
ϓ
に
力
ఴ
え
を
お
ئ
い

す
る
」と
ڠ
力
を
求
め
た
。

こ
の
後
、
ϩ
δ
ݚ
の
吉
本

本
部
長
が「
三

৫
が
と
も

に
前
に
向
か
っ
て
、
৽
し
い

取
り

み
を
進
め
て
い
く
１

年
と
し
た
い
」
と
ड़

、
ס

ഋ
の
発

の
も
と
、
歓
ஊ
と

な
っ
た
。
会
場
で
は
歓
ஊ
が

続
い
た
後
、
৫
田
支
ہ
長
が

東
ト
ڠ
は
２
月
17
日
、
東

ト
総
合
会
館
で
、「
定
期
݈

康

அ
フ
Ỽ
ϩ
ー
ア
ッ
ϓ
η

ϛ
ナ
ー
」（
̬
̴
̱
ซ
用
）を

開
催
し
、
長
ᖛ
産
業
ҩ
事
務

所
合
同
会
ࣾ
の
長
ᖛ
さ
つ
ֆ

）ࢯ
産
業
ҩ
）が
、݈

結
果

࢘
会
を
進
行
す
る
サ
ϓ
ラ
イ

ζ
が
発
生
。
੨
年
部
の
佐
藤

本
部
長
が
閉
会
の
あ
い
さ
つ

を
行
い
、「
三

৫
で
は
来

年

、
初
め
て
の
ࢼ
み
と
し

て
総
会
後
の
࠙

会
を
合
同

で
開
催
す
る
予
定
だ
。
三


৫
の
֞
根
を
取
り
外
し
さ
ら

な
る
交
流
を
ਂ
め
た
い
」
と

ड़

た
。

「
మ
߯
製
品
輸
送
で

は
、
荷
役
作
業
の
負

荷
が
大
き
く
、
安
全

リ
ス
ク
が
高
い
。
ド

ラ
イ
バ
ー
の
高
ྸ
化

が
進
ん
で
い
る
中
、

作
業
の
負
荷
を
軽
く

す
る
た
め
、軽
労
化・

自
動
化
に
向
け
て
、
荷
主
企

業
と
し
て
վ
ળ
を
進
め
て
い

き
た
い
」と
ड़

た
。

フ
Ỽ
ー
ラ
ム
で
は
、
関
東

運
輸
ہ
交
通
政
ࡦ
部

ڥ
・

物
流
՝
՝
長
補
佐
の
ྛ
ণ


ࢯ
が「
物
流
վ
正
๏
の
ࢪ
行

に
向
け
た
検
౼
状
況
」
を
、

同
ہ
自
動
車
交
通
部
՟
物
՝

՝
長
補
佐
の

田
߶
士
ࢯ
が

「
物
流
の
ద
正
化
に
向
け
た

取
り

み
」
を
、
同
ہ
自
動

車
ٕ
ज़
安
全
部
保
安
・

ڥ


へ
の
対
応
が
٤
ۓ
の
՝


に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

各
՝

に
向
け
て
、
荷
主
企

業
、
物
流
事
業
者
、
一
ൠ
ফ

費
者
が
ڠ
力
し
て
զ
が
国
の

物
流
を
支
え
る
た
め
の

ڥ

整
備
に
向
け
て
、
ൈ
本
的
・

総
合
的
な
対
ࡦ
の「
物
流
ֵ

৽
に
向
け
た
政
ࡦ
パ
ッ
ケ
ー

δ
」
が
ࡦ
定
さ
れ
た
と
説
明

し
、
着
࣮
に
取
り

ん
で
い

く
こ
と
が
ඇ
常
に
大
事
だ
と

ड़

た
。

さ
ら
に
、
ඪ
४
的
運
賃
の

ಧ
出
に
つ
い
て
、
関
東
全
体

で
の
ಧ
出

が
51
・
１
ˋ
と

な
っ
た
の
は
、東
京
で
会
員・

ඇ
会
員
を
ؚ
め
て
52
・
２
ˋ

と
、５
ׂ
を
超
え
た
こ
と
で

ଞ
ݝ
に
対
し
て
イ
ン
パ
ク
ト

を
与
え
た
と
ड़

、
ಧ
出


急
増
に
ܨ
が
っ
た
東
ト
ڠ
の

取
り

み
を
高
く
評
価
し
た
。

に
基
ͮ
く
ै
業
員
の
݈
康
管

理
に
つ
い
て
ղ
説
し
た
。

長
ᖛ
ࢯ
は
、
՟
物
自
動
車

運
送
事
業
๏
や
労
働
安
全

Ӵ
生
๏
、
道
路
交
通
๏
な
ど

に
基
ͮ
き
、
๏
令
で
݈
康
状

ଶ
の

Ѳ
や
定
期
݈

の
受


、
安
全
配
慮

ા
置
な
ど
が
義

務
付
け
ら
れ
て

い
る
と
し
、
݈

康
起
因
事
ނ
が
多
発
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
事
ނ
を
ະ
વ

に

ࢭ
す
る
た
め
、
݈

の

受

の
必
要
性
や
ド
ラ
イ
バ

ー
の
݈
康
管
理
の
重
要
性
に

つ
い
て
、
そ
れ
ͧ
れ
事
例
を

交
え
て

հ
し
、
事
業
者
の

安
全
配
慮
義
務
を
は
じ
め
、

必
要
な
対
応
に
つ
い
て
説
明

し
た
。

ま
た
、
生
׆
習
׳
か
ら
࢝

ま
る
ϝ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ϩ
ー
ム
と
さ
れ
る「
高
݂
ѹ
」

「


ප
」「
高
脂
݂

」

は
、
݈

結
果
の
異
常


か
ら

Ѳ
で
き
る
ප
気
と

説
明
。
そ
れ
ら
の
ප
気
を

起
点
と
し
て
、

状
の
な

い
ප
気
が
進
行
し
、
運
転

中
の
ಥ
વ
ࢮ
や
ҙ
ࣝ
ফ
ࣦ

を
ট
く
よ
う
な
݈
康
起
因

事
ނ
を
༠
発
す
る
࣬
ױ
を

発

す
る
こ
と
と
な
る
と

し
、
ං
ຬ
か
ら
࢝
ま
る
連

鎖
的
な
ϝ
タ
ボ
リ
ッ
ク
ド

ϛ
ノ
に
つ
い
て
ղ
説
し
た
。

ま
た
、
交
通
事
ނ
発
生
の

原
因
と
な
る
ප
気
と
し
て
、

①

݂
管
࣬
ױ
、
②
心
臓
࣬

ױ
、
③
大
݂
管
࣬
ױ
、
ᶆ
ݺ

ٵ
器
系
࣬
ױ
、
ᶇ
ফ
化
器
系

࣬
ױ
な
ど
に
つ
い
て
、
各


状
や
定
期
݈

結
果
の
݂

ѹ
、
݂


、
݂
中
脂
質
の

数

σ
ー
タ
を
示
し
、
受


ק
（
要
再
検
査
・
要
ਫ਼
ີ

検
査
・
要
治
ྍ
）の
基
४

、

就
業
制
ݶ
を
検
౼
す
る
必
要

が
あ
る
と
し
た
。

東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
ڠ
会
ϩ

δ
ス
テ
ỹ
ク
ス
ݚ
ڀ
会（
吉

本
商
一
本
部
長
）・
੨
年
部

（
佐
藤
文
平
本
部
長
）・
女
性

部（
原
ྰ
子
本
部
長
）の
三


৫
は
２
月
12
日
、
港
۠
の

明
治
記
೦
館
で
、
令
和
６
年

「
三

৫
合
同
৽
年
会
」

を
開
催
し
た
。
৽
年
会
は
、

６
年

合
同
η
ϛ
ナ
ー
に
引

き
続
き
開
催
し
た
も
の
で
、

三

৫
の
会
員
事
業
者
が
多

数
参
加
。
来
ෂ
と
し
て
関
東

運
輸
ہ
の
藤
田
礼
子
ہ
長

や
、
東
京
運
輸
支
ہ
の
৫
田

ཅ
一
支
ہ
長
、
東
ト
ڠ
の


内
政
࢘
෭
会
長
を
は
じ
め
、

各
෭
会
長
・
支
部
長
な
ど
が

出
੮
し
た
。


頭
、
女
性
部
の
原
本
部

長
が
三

৫
を
代
ද
し
て
あ

い
さ
つ
を
し
、「
今
年
１
月

に
、
ア
ϝ
リ
カ
で
は
ト
ラ
ン

ϓ
ࢯ
が
大
統
領
に
就
任
し
、

日
本
経
ࡁ
、
ま
た
私
た
ち
物

流
事
業
者
に
ど
の
よ
う
な
影

響
が
あ
る
の
か
、
ࠞ

の
事

ଶ
に
な
っ
て
く
る
と
思
う

が
、
η
ϛ
ナ
ー
で
は
藤
田
ہ

長
か
ら
参
考
に
な
る
ૉ

ら

し
い

を
ฉ
く
こ
と
が
で
き

た
。
զ
々
三

৫
で
力
を
合

わ
せ
、
東
ト
ڠ
の
ԑ
の
下
の

力
持
ち
と
し
て
ؤ
張
っ
て
い

き
た
い
」と
ड़

た
。

引
き
続
き
来
ෂ
と
し
て
、

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク

ڠ
会
మ
߯
部
会
と
東

ト
ڠ
మ
߯
ઐ

部
会

（
と
も
に
三
ଜ
文
༤

部
会
長
）は
２
月
1ÿ

日
、
東
ト
総
合
会
館

̓
階
大
会
ٞ
ࣨ
で
、

令
和
６
年
「
ト
レ

ー
ラ
の
安
全
対
ࡦ
フ

Ỽ
ー
ラ
ム
」（
̬
̴
̱

ซ
用
）を
開
催
し
、

全
国
の
部
会
員
事
業

者
を
は
じ
め
、
関
係

行
政
や
荷
主
企
業
の

担
当
者
な
ど
が
参
加

し
た
。


頭
、
三
ଜ
部
会
長
が
あ

い
さ
つ
に
立
ち
、「
զ
々
の

使
໋
は『
安
全
・
安
心
な
輸

送
の
࣮
現
』
で
あ
る
が
、
ト

レ
ー
ラ
は
ੵ
ん
で
い
る
荷
物

東
運
ہ
の
৫
田
支
ہ
長
が
あ

い
さ
つ
に
立
ち
、「
東
京
管

内
の
ඪ
४
的
運
賃
の
ಧ
出


は
、
東
ト
ڠ
会
員
で
９
ׂ
近

く
、
ඇ
会
員
も
ؚ
め
る
と
５

ׂ
以
上
と
な
っ
た
。今
後
は
、

荷
主
企
業
と
೪
り
強
い
交
ব

に
ྟ
み
、
࣮
ࡍ
の
運
賃
が
上

ঢ
し
て
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
賃

金
上
ঢ
に
ܨ
が
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
る
」
と
ड़

た
。

あ
わ
せ
て
、
今
年
４
月
に
ࢪ

行
の
物
流
վ
正
๏
に

う
৽

た
な
規
制
的
ા
置
の
۩
体
的

運
用
に
関
す
る
説
明
会
を
３

月
10
日
に
開
催
す
る
た
め
、

会
員
事
業
者
の
参
加
を
ݺ
び

か
け
た
。

続
い
て
、

内
෭
会
長
が

あ
い
さ
つ
。「
国
土
交
通
ল

は
、
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー

の
待
۰
վ
ળ
を
目
的
と
し
た

運
賃
ਫ
४
の
引
き
上
げ
、
荷

役
の
対
価
を
加
ࢉ
し
た
ඪ
४

が
重
く
、
車
両
自
体
も
大
き

い
。
ͻ
と
た
び
事
ނ
が
起
き

る
と
、
ࣾ
会
的
に
大
き
な
影

響
を
与
え
、
経
営
に
も
重
大

な
ダ
ϝ
ー
δ
に
ܨ
が
る
。
今

日
の
フ
Ỽ
ー
ラ
ム
は
安
全
輸

送
の
確
立
と
、
今
後
の
事
業

運
営
に
大
ม
タ
イ
ム
リ
ー
な

参
考
に
な
る
テ
ー
マ
と
な
っ

的
運
賃
を
ࠂ
示
し
た
が
、
東

京
エ
リ
ア
で
は
大
手
荷
主
企

業
や
物
流
事
業
者
が
多
く
、

ଞ
ݝ
と
ൺ
ֱ
し
て
も
ಧ
出


が

か
っ
た
。
そ
こ
で
ڠ
会

本
部
と
し
て
、
ਫ
野
ޭ
会
長

の
߸
令
の
下
、
三
ଜ
Ғ
一
郎

෭
会
長
を
先
頭
に
ಧ
出

Ā5

ˋ
を
目
ඪ
と
設
定
し
、
各
支

部
に
対
し
て
ಧ
出
の
ଅ
進
に

向
け
た
取
り

み
を
お
ئ
い

し
て
い
た
。
そ
の
結
果
、
１

月

時
点
で
全
体
の
ಧ
出


は
ÿÿ
・
５
ˋ
に
達
し
、
1ú
支

部
が
目
ඪ
を
達
成
し
た
。
各

支
部
で
は
、
通
常
業
務
に
加

え
、
支
部
長
を
は
じ
め
と
し

た
支
部
役
員
や
、
事
務
ہ
に

大
ม
な
ۤ
労
を
か
け
た
と
思

う
。
そ
の
ۤ
労
と
努
力
に
対

し
て
心
か
ら
感
謝
す
る
」
と

謝
ࣙ
を
ड़

、「
２
月

ま

で
ಧ
出
強
化
期
間
と
し
て
い

る
の
で
、
さ
ら
な
る
ಧ
出


て
い
る
」と
ड़

た
。

続
い
て
、
来
ෂ
と
し
て
国

土
交
通
ল
物
流
・
自
動
車
ہ

安
全
政
ࡦ
՝
長
の
Ӭ
Ҫ
ܒ
文

ࢯ
が
あ
い
さ
つ
し
、「
ト
ラ

ッ
ク
業
界
は
ド
ラ
イ
バ
ー
の

高
ྸ
化
が
進
ん
で
い
る
が
、

ϓ
ϩ
ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て
誇

り
を
持
っ
て
、
運
転
事
業
を

長
く
全
う
し
て
も
ら
う
た
め

に
、
ハ
イ
リ
ス
ク
の
ド
ラ
イ

バ
ー
を
早
期
発
見
し
、
フ
Ỽ

ϩ
ー
し
て
い
く
こ
と
が
大

切
」と
ड़

、同
ল
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
有
効
に
׆
用
し
て

ほ
し
い
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。

ま
た
、
日
本
మ
߯
連
ໍ
製

品
物
流
小
ҕ
員
会
ҕ
員
で
、

̟
̛
̚
ス
チ
ー
ル
物
流
総
ׅ

部
物
流
企
ը
ࣨ
ࣨ
長
の
佐
々


ؽ
༤
ࢯ
が
あ
い
さ
つ
し
、

事
業
主
に
は
、
ド
ラ
イ
バ

ー
の
݈
康
状
ଶ
を

Ѳ
し
、

就
業
上
の
ા
置
を
ܾ
定
す
る

必
要
が
あ
る
が
、
自
動
車
の

運
転
に
支
ো
を
ٴ
΅
す
ڪ
れ

が
あ
る
一
定
の
ප
気
な
ど
の

前
兆
や
自
֮

状
を
確
認
す

る
と
と
も
に
、
݈

結
果
以

外
の
ർ
労

ੵ

の
ଌ
定
、

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
、
ద
性


அ
の
結
果
な
ど
を
׆
用

し
、
総
合
的
に
判
அ
す
る
必

要
が
あ
る
と
説
明
。
就
業
上

の
ા
置
の
判
定
に
お
い
て
、

産
業
ҩ
が
い
な
い
事
業
者
で

は
、
地
Ҭ
産
業
保
݈
総
合
支

ԉ
η
ン
タ
ー
や
݈

機
関
の

׆
用
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
ド
ラ
イ
バ
ー

の
݈
康
起
因
事
ނ

ࢭ
に
つ

な
が
る
、
ਭ

時
無
ݺ
ٵ


ީ
）܈
̨
̖
̨
）ス
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
検
査
や
、
ࢹ
野
ো


ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
に
つ

い
て
説
明
し
た
。

՝
՝
長
補
佐
の
ࠇ
㟒
光
ଠ
郎

ࢯ
が「
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業

に
お
け
る
事
ނ

ࢭ
に
つ
い

て
」
を
テ
ー
マ
に
、
そ
れ
ͧ

れ
ߨ
演
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
事
業
者
発
ද

と
し
て

士
ڵ
業

運
部
輸

送
՝
長
の

田
উ
治
ࢯ
、


৽
代
ද
取
締
役
ࣾ
長
の

田

ܟ
ี
ࢯ
、
ト
Ϥ
タ
・
コ
ニ
ッ

ク
・
ア
ル
フ
Ỹ
ϓ
ϩ
δ
ェ
ク

ト
マ
ネ
ー
δ
ャ
ー
の

間


༸
ெ
ࢯ
が
そ
れ
ͧ
れ
自
ࣾ
の

取
り

み
を
発
ද
し
た
。

な
お
、
フ
Ỽ
ー
ラ
ム
に
は

来
ෂ
と
し
て
、
東
京
労
働
ہ

労
働
基
४
部

ಜ
՝
՝
長
の

神
子
沢
ܒ
࢘
ࢯ
、
ܯ
ࢹ
ி
交

通
部
交
通
総
務
՝
交
通
安
全


৫
係
長
の

次

明
ࢯ
が

出
੮
し
た
。

ہా౻

東τڠ

ࡾ

৫
߹
ಉ
η
ϛ
φ
ー

トレーラの安全対策フォーラム

৬ͷ݈߁ཧΛ

మ
߯
෦
ձ

全
ト
協

౦
ト
協

三
組
織
合
同
新
年
会

ͱʹલʹかͬͯਐΉ
ಧग़্Ͱ݁ଋΛࣔ͢

݈
߁
ى
Ҽ
ࣄ
ނ
ະ
વ

ࢭ


݈

ड

ͱ
ࣄ
ޙ
ા
ஔ
を

東τڠ定
期
健
康
診
断

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

δ
ỻ
ϯ
μ
ồ
主
ྲྀ
Խ
の
औ

Λ

հ


ྲྀ
ҡ
࣋

連
携
ݺ
ͼ
͔
͚
ɹ
ɹ

東τڠ
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注：�営業用貨物車の関与事故件数とは、第１または第２当事者のどちらか一方が営業用貨物車であった事故の������
件数をいう。ただし、第１および第２当事者がともに営業用貨物車であった事故は件数を１件とする。

※表中の（前年比）は、関与事故件数のもの。

違反別  営業用トラック関与の交通事故 令和７年１月末
安全
不確認

前方
不注意

交差点
安全進行

歩行者
妨害

一時
不停止

ハンドル
ブレーキ

信号
無視

徐行
違反 右左折 その他 計

発

生

件

数

大
型

１当件数 5 2 4 0 0 1 0 0 0 7 19
関与事故件数 6 1 3 0 0 0 0 0 0 12 22
（前年比） ±0 ±0 +1 −1 ±0 −1 ±0 ±0 ±0 +3 +2

中
型

１当件数 7 6 4 1 0 2 1 0 0 1 22
関与事故件数 7 6 4 1 0 2 1 0 0 9 30
（前年比） +4 +3 +2 +1 ±0 +2 +1 ±0 −1 +2 +14

準
中
型

１当件数 8 14 2 2 1 1 1 0 0 11 40
関与事故件数 9 13 5 2 1 1 1 0 0 20 52
（前年比） −2 +4 −3 +1 ±0 +1 +1 ±0 ±0 −2 ±0

普
通
・
軽

１当件数 36 19 15 3 5 8 2 2 0 6 96
関与事故件数 36 19 19 3 5 8 2 1 0 26 119
（前年比） +5 +10 +4 +1 +4 +5 −2 ±0 ±0 −13 +14

合
計

１当件数 56 41 25 6 6 12 4 2 0 25 177
関与事故件数 58 39 31 6 6 11 4 1 0 67 223
（前年比） +7 +17 +4 +2 +4 +7 ±0 ±0 −1 −10 +30

死
者
数

大型貨物車（１当） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
中型貨物車（１当） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
準中型貨物車（１当） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
普通・軽貨物車（１当） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

�ྩ݄̓̍
ͷશҬࡏݱ

ͷަ௨ൃނࣄੜ݅ʢຊ
ྦྷܭʣ2���݅Ͱɺલ
ಉظൺ��݅૿Ճ͠ɺࢮ
ऀ��ਓͰલಉظൺ
̍ਓͷݮগͱͳͬͨɻ
ɹӦۀ༻՟ंͷؔ༩ࣄ
ʢʮҧผʯදのԼஈʮʯނ
রʣൃࢀ ੜ݅ʢຊྦྷ
ظʣ223݅Ͱɺલಉܭ

ൺ3�݅૿Ճ͠ɺऀࢮ
̌ਓͰલಉظൺ̍ਓͷ
গͱͳͬͨɻݮ
ɹܕྨނࣄผͰɺӈࠨ
�2͕ނࣄޓͷं྆૬࣌ં
݅Ͱલಉظൺ̎݅૿Ճ
͠ɺऀࢮ̌ ਓͩͬͨɻ
ɹҧผͰɺ̓ શෆ֬
ೝʹΑΔؔ༩݅ނࣄ͕
��݅Ͱɺલಉظൺ̓݅
૿Ճͱͳͬͯ ͍Δɻ

たくさんの 笑顔が走る
　首都東京
たくさんの 笑顔が走る
　首都東京
たくさんの 笑顔が走る
　首都東京
たくさんの 笑顔が走る
　首都東京

東
京
労
働
ہ
と

上
՟
物

運
送
事
業
労
働
ࡂ


ࢭ
ڠ

会
東
京
都
支
部
会
は
２
月
６

日
、
東
ト
総
合
会
館
で
、
令

和
６
年
「
荷
主

と

運

事
業
者
と
の
連
ܞ
・
ڠ
力
ଅ

進
ڠ
ٞ
会
」を
開
催
し
た
。


頭
、
東
労
ہ
の
Ԭ
田
直

ܯ
ࢹ
ி
交
通
部
は

２
月
６
日
、
東
京
都

ト
ラ
ッ
ク
ڠ
会
を
通

じ
て
会
員
事
業
者
に

対
し
て
、
交
通
総
務

՝
長
名
で「
大
型
՟
物
自
動

車
に
対
す
る
交
通
安
全
ࢦ
導

ڭ
ཆ
の
お
ئ
い
に
つ
い
て
」

を
発
出
し
、
運
転
者
へ
の
ࢦ

導
ప
ఈ
を
求
め
て
い
る
。

今
年
２
月
、
࿅
馬
۠
内
で

発
生
し
た
大
型
՟
物
自
動
車

が
関
与
す
る
ࢮ

事
ނ
に
お

い
て
、
当
֘
大
型
՟
物
自
動

車
が
、
助
手
੮
側
の
ド
ア
下

部
に
設
置
さ
れ
て
い
る
側
面

ガ
ラ
ス（
安
全
૭
）部
分
に
、

ポ
リ
タ
ン
ク
な
ど
を
置
い
て

い
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
ࢹ

認
性
が
્

さ
れ
、
安
全
確

東
京
都
は
２
月
1ý
日
か

ら
、
東
京
都
市
ܭ
ը
道
路
װ

ઢ
街
路
์
ࣹ
ୈ
̓
߸
ઢ
の
࿅

馬
۠

大
泉
２
ஸ
目
か
ら
同

۠

大
泉
５
ஸ
目
ま
で
の

約
１
・
０
ἅ
㍍（

側
۠
間
）

を

定
的
に
交
通
開
์
し

た
。
幅
員
25
㍍
で
、
こ
の
う

ち
車
道
は
11
㍍
の
２
車
ઢ
。

認
に
支
ো
を
来
し
て
い
る
状

況
で

行
し
て
い
た
こ
と
が

確
認
さ
れ
た
。

大
型
՟
物
自
動
車
に
お
い

て
、
安
全
૭
の
ࢹ
認
性
が
ੵ

ࡌ
物
に
よ
っ
て
ः
ら
れ
て
い

る
場
合
は
道
路
交
通
๏
で

は
、
ス
テ
ッ
カ
ー
な
ど
に
よ

っ
て
࠹
が
れ
て
い
る
場
合

は
、
道
路
運
送
車
両
の
保
安

基
४
に

৮
す
る
ڪ
れ
が
あ

る
。
こ
れ
ら
の
ҧ
๏
状
ଶ
は

外
形
的
に
確
認
で
き
る
こ
と

か
ら
、運
転
者
だ
け
で
な
く
、

そ
の
運
行
を
管
理
・
ࢦ
導
す

る
立
場
の
者
に
も

任
の
一


が
あ
る
と
し
て
、
՟
物
自

動
車
運
送
事
業
者
に
対
し
て

道
路
交
通
๏
を
は
じ
め
と
す

る
関
係
๏
令
を
९
क
す
る
よ

進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
元
年

以
߱
、
毎
年
࣮

ࢪ
し
て
い
る
」と
ड़

、「
６

年
の
労
ࡂ
発
生
状
況
は
ࢮ
ই

者
数
は
前
年
ൺ
で
減
少
す
る

一
方
で
、
ࢮ

者
数
は
１
人

増
加
し
た
。
ґ
વ
と
し
て
、

荷
役
作
業
中
や
荷
主
先
で
の

ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
働
き
方
վ

ֵ
推
進
に
向
け
た
取
り

み

を
説
明
。
取
引
׳
行
の
վ
ળ

に
向
け
て
、
労
働
基
४

ಜ

ॺ
に
よ
る
荷
主
へ
の
要

、

ト
ラ
ッ
ク
・
物
流
̜
ϝ
ン
へ

の
ڠ
力
、
関
東
運
輸
ہ
・
東

京
運
輸
支
ہ
と
連
ܞ
し
た
प


広
報
を
展
開
。
ト
ラ
ッ
ク

運
送
事
業
者
を
支
ԉ
す
る
た

め
、
働
き
方
վ
ֵ
支
ԉ
助
成

金
、
働
き
方
վ
ֵ
推
進
支
ԉ

η
ン
タ
ー
を

հ
し
た
。

ま
た
、
東
運
支
ہ
の
佐
藤

義
ঘ
ट
੮
運
輸
企
ը
ઐ

官

が
、
物
流
の
ద
正
化
に
向
け

た
取
り

み
、
ト
ラ
ッ
ク
・

物
流
̜
ϝ
ン
の
現
状
な
ど
に

つ
い
て
説
明
。
物
流
վ
正
๏

の
ࢪ
行
に

い
、
荷
主
や
物

流
事
業
者
へ
規
制
的
ા
置
が

࣮
ࢪ
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
ト

ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
や
荷
主

う
ࢦ、
導
ప
ఈ
を
求
め
た
。

大
型
՟
物
自
動
車
を
当
事

者
と
す
る
交
通
人
身
事
ނ

は
、
全
体
的
に
は
少
数
で
あ

る
も
の
の
、
そ
の
車
両
特
性

か
ら
重
大
化
す
る

向
に
あ

る
た
め
、
そ
の
運
行
に
関
し

て
は
、
特
ஈ
の
交
通
安
全
対

ࡦ
が
必
要
で
あ
る
ほ
か
、
こ

の
よ
う
な
ҧ
๏
状
ଶ
が

過

さ
れ
な
い

ڥ
の
ৢ
成
が
重

こ
れ
に

い
、
し
た
み
ち

通
り
な
ど
生
׆
道
路
の
ࠞ
ࡶ

؇
和
、
歩
行
者
や
自
転
車
の

安
全
性
お
よ
び
ར
ศ
性
の
向

上
が
期
待
さ
れ
る
。

な
お
、
北
園
交
ࠩ
点
か
ら

ਡ
訪
神
ࣾ
北
交
ࠩ
点
間
の
東

側
۠
間（
約
１・０
ἅ
㍍
）は
、

早
期
開
通
を
目
ࢦ
し
て
い
る
。

要
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
あ
わ
せ
て
、
労
働

安
全
Ӵ
生
に
係
る
各
種
取
り


み
を
通
じ
て
、
運
転
者
の

݈
康
起
因
事
ނ
を
ະ
વ
に


ࢭ
す
る
た
め
、
厳
格
な
運
行

管
理
の
ప
ఈ
、
運
転
者
の
ർ

労
や
ス
ト
レ
ス
状
況
な
ど
に

も
配
慮
し
た
৬
場

ڥ
の
構

築
に
努
め
る
よ
う
、
ࢦ
導
ڭ

ཆ
を
求
め
た
。

を
対

に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ซ

用
で
説
明
会
を
開
催
す
る
と

ड़

た
。

さ
ら
に
、
東
京
都
ト
ラ
ッ

ク
ڠ
会
の
ࢁ
㟒
正
ઐ
務
理
事

（

ࡂ

東
京
都
支
部
会
ઐ

務
理
事
）が
働
き
方
վ
ֵ
関

連
๏
Ҋ
へ
の
対
応
、
人
ࡐ
確

保
、
ඪ
४
的
運
賃
・
料
金
の

ଅ
進
な
ど
の
取
り

み
に
つ

い
て
説
明
。
ڠ
会
で
は
、
会

員
事
業
者
の
ಧ
出
目
ඪ
を

Ā5
ˋ
と
し
、
12
月

現
在
で

ÿ2
・
̓
ˋ
、
１
月

で
は
約

Ā0
ˋ
と
目
ඪ
に
ഭ
る
状
況
を

報
ࠂ
し
た（
̍
໘
ࢀ
র
）。

こ
の
後
、
労
働
ࡂ

を
減

少
さ
せ
る
た
め
、
荷
主
と


運
事
業
者
と
の
連
ܞ
・
ڠ
力

の
ଅ
進
に
つ
い
て
ҙ
見
交
換

し
た
。

な
お
、
ڠ
ٞ
会
に
は
東
労

ہ
と
東
運
支
ہ
の
ほ
か
、


運
業
界
側
か
ら
東
ト
ڠ
、
全

国
物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ڠ

会
、
荷
主
側
か
ら
東
京
経
営

者
ڠ
会
な
ど
の
経
ࡁ
団
体
、


ࡂ

東
京
都
支
部
会
を
は

じ
め
と
し
た
労
ࡂ

ࢭ
団
体

関
係
者
な
ど
が
出
੮
し
た
。

थ
労
働
基
४
部

長
が
あ
い
さ
つ

し
、「
ڠ
ٞ
会

は
、

上
՟
物

運
送
事
業
の
労

働
ࡂ

を
減
少

さ
せ
る
た
め
、

荷
主
と

運
事

業
者
に
荷
役
作

業
の
安
全
対
ࡦ

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

な
ど
の
ී
ٴ
ଅ

ࢮ
ই
ࡂ

が
多
く
発
生
し
て

い
る
。
引
き
続
き
、
荷
主
、


運
事
業
者
の
օ
様
の
ੵ
ۃ

的
な
労
働
ࡂ


ࢭ
の
׆

動
、
荷
役
ࢪ
設
や
設
備
の
վ

ળ
を
お
ئ
い
す
る
」
と
強
調

し
た
。

ڠ
ٞ
会
で
は
ま
ず
、
東
労

ہ
労
働
基
४
部
の
ҏ
藤


安
全
՝
長
が
、
労
ࡂ
発
生
状

況
や
ࢮ

ࡂ

事
例
、
労
働

安
全
Ӵ
生
規
ଇ
や
荷
役
作
業

の
安
全
対
ࡦ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

の
վ
正
な
ど
を
説
明
し
た
ほ

か
、
ୈ
1û
次
東
労
ہ
労
働
ࡂ



ࢭ
ܭ
ը
の
目
ඪ
達
成
に

向
け
た
取
り

み
な
ど
に
つ

い
て
ղ
説
し
た
。

続
い
て
、
同
部
の
神
子
沢

ܒ
࢘

ಜ
՝
長
が
、
ト
ラ
ッ

荷
主
等
と
陸
運
業
と
の

連
携・
協
力
促
進
協
議
会

ி交௨෦ࢹܯ 大
型
貨
物
車
の
側
面
ガ
ラ
ス

視
認
性
確
保
へ
指
導
徹
底
を

์
ࣹ
ୈ
̓
߸
ઢ

ಇ͖ํվֵͷਪਐऔ
҆શΨΠυϥΠϯपΛ

東࿑ہ
ࡂ

西
側
１
㌔
㍍
を
部
分
開
通

東京都
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全
日
本
ト
ラ
ッ
ク

ڠ
会
੨
年
部
会（
出

島
康
༎
部
会
長
）は

２
月
1û
日
、
৽
宿
۠

の
京
王
ϓ
ラ
ザ
ホ
テ

ル
で
令
和
６
年

の

全
国
大
会
を
開
催

し
、
全
国
の
੨
年


৫
か
ら
約
̓
０
０
人

が
参
集
し
た
。

今
大
会
は「
ឺ
を

か
た
ち
に
～
ڞ
に
ඳ

く
物
流
の
ະ
来
～
」

を
テ
ー
マ
に
開
催
し

た
。

頭
、
出
島
部
会
長
が
あ

い
さ
つ
し
、「
９
つ
の
ブ
ϩ

ッ
ク
大
会
や
本
日
の
全
国
大

会
は
、
学
び
と
交
流
の
場
で

あ
り
、
ឺ
を
か
た
ち
に
の
テ

ー
マ
の
も
と
、

ద
正
運
賃
の
ऩ

受
、
̙
̭
の
推

進
、
ࡂ

支
ԉ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

構
築
を
重
点
取

り

み
߲
目
と

し
て
׆
動
し
て

き
た
。
学
び
と

交
流
に
よ
り
一

人
ͻ
と
り
が
成

長
し
、
物
流
業

˔
౦
ژ

τ
ϥ
ỽ
Ϋ
ڠ

ձ
、
全
会
員
事
業
者
に

本

উ

運
輸
安
全
ҕ
員
長
名
で

「
৽
し
い
年
に
お
け
る
交
通

事
ނ

ࢭ
に
つ
い
て
」
を
発

出
す
る
。
令
和
６
年
中
の
都

内
に
お
け
る
事
業
用
՟
物
自

動
車
関
与
の
ࢮ

事
ނ
が
増

加
の
一
్
を
୧
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
৽
年
を
迎
え
る
に

あ
た
り
、
վ
め
て
事
ނ

ࢭ

へ
の
取
り

み
を
ݺ
び
か
け

る（
̓
日
）

˔
౦
τ
ڠ
ӡ
༌
҆
શ
ҕ
һ

ձ
、
ਢ
賀
神
ࣾ
で
会
員
事
業

者
の
交
通
安
全
・
事
ނ

ࢭ

の
ف
ئ
を
行
う
。
ซ
せ
て
、

だ
る
ま
の
目
入
れ
式
を
ࣥ
り

行
い
、「
事
業
用
自
動
車
安

全
ϓ
ラ
ン
２
０
２
５
」
の
目

ඪ
達
成
に
向
け
て
、
一
க
団

結
し
て
、
安
全
運
転
に
努
め

る
こ
と
を

う（
９
日
）

˔
౦
τ
ڠ
、
令
和
６
年


ୈ
４
回
理
事
会
を
開
催
し
、

東
京
商
工
会
ٞ
所
ٞ
員
બ
ڍ

ީ
補
者
に
、
ઙ
Ҫ
㑑
名
༪
会

長
を
業
界
の
代
ද
と
し
て
推

ન
す
る
こ
と
を
ঝ
認
。
ඪ
४

的
運
賃
の
ಧ
出
状
況
が
令
和

６
年
12
月

時
点
で
ÿ2
・
̓

ˋ
と
報
ࠂ
す
る（
17
日
）

˔
ࢿ
ݯ
Τ
ω
ϧ
Ϊ
ồ
ி
、

石
༉
製
品
小
ച
市
況
調
査
結

果
を
公
ද
。
全
国
の
軽
༉
価

格
は
１
６
４
・
̓
円
ʗ
Ἄ
で

令
和
５
年
９
月
の
最
高
価
格

１
６
５・８
円
ʗ
Ἄ
に
ഭ
る
。

東
京
は
１
６
̓
・
５
円
Ἄ
と

な
る（
22
日
）

˔
ࠃ

ަ
௨
ল
、
昨
年

11・12
月
࣮
ࢪ
の
ト
ラ
ッ
ク・

物
流
̜
ϝ
ン
に
よ
る「
集
中


ࢹ
月
間
」
に
お
け
る
取
り


み
結
果
を
公
ද
。「
要

」

な
ど
ੋ
正
ࢦ
導
件
数
は
ܭ
４

３
２
件
で
、
荷
主
な
ど
の
２

ࣾ
に
対
し
、「
ק
ࠂ
」を
行
う

（
ú0
日
）

˔


、
流
通
業
務
の
総

合
化
ٴ
び
効

化
の
ଅ
進
に

関
す
る
๏

ٴ
び
՟
物
自
動

車
運
送
事
業
๏
の
一
部
を
վ

正
す
る
๏

を
４
月
１
日
ࢪ

行
と
す
る
政
令
、
お
よ
び
՟

物
自
動
車
運
送
事
業
๏
ࢪ
行

規
ଇ

の
一
部
を
վ
正
す
る

ল
令
な
ど
を
公

す
る（
ú1

日
）

界
の
発
展
に
ܨ
が
っ
て
い
る

と
強
く
信
じ
て
い
る
。
現
在

の
੨
年
部
会
ϝ
ン
バ
ー
が
10

年
後
、
20
年
後
の
業
界
の
՝


を
ղ
ܾ
し
て
い
く
た
め
に

も
、
学
び
と
交
流
に
よ
っ
て

一
つ
と
な
っ
て
い
く
こ
と
が

重
要
だ
」と
ݺ
び
か
け
た
。

引
き
続
き
、
全
ト
ڠ
の
ೇ


ण
࢚
෭
会
長
が
あ
い
さ
つ

し
た
ほ
か
、
来
ෂ
と
し
て
自

༝
民
主
ౘ
੨
年
ہ
長
代
理
の

神
谷
政
幸
参
ٞ
Ӄ
ٞ
員
、
国

土
交
通
ল
物
流
・
自
動
車
ہ

の
三
ྠ
田
༏
子
՟
物
流
通
事

業
՝
長
が
ॕ
ࣙ
を
ड़

た
。

同
日
は「
੨
年
経
営
者


に
よ
る
先
進
的
な
事
業
取


に
対
す
る
ݦ
জ
」
の
त
与

式
・
受

者
事
業
発
ද
を
行

っ
た
。
今
年


は
、ۜ

を「
ҩ

ༀ
品
輸
送
に
お

け
る
国
ࡍ
品
質

認
ূ
制
『
̘
̚
̞
̫

̥

̷
̰
́
̼
̰
』
認
ূ
の
取
得

と
ܧ
続
ߋ
৽
」
ʗ
大
۱
物

流（
ҵ
城
ݝ
）と「
円
滑
な
ۓ

急
輸
送
の
࣮
現
に
向
け
た
̜

̾
̾
̶
̻
̴
マ
イ
マ
ッ
ϓ
の

作
成
」
ʗ
੩
Ԭ
ݝ
ト
ラ
ッ
ク

ڠ
会
੨
年
部
会
が
そ
れ
ͧ
れ

受

。
銅

を「
小
規
模
支

部
に
お
け
る
荷
主
企
業
・
自

治
体
・
地
Ҭ
ॅ
民
を
ר
き
ࠐ

ん
だ『
ト
ラ
ッ
ク
の
日
』
広

報
׆
動
の
࣮
ࢪ
」
ʗ
島
根
ト

ट
都
高
速
道
路
は
４
月
５

日
か
ら
、八
重
ऱ
ઢ（
̮
）神

田
ڮ
δ
ャ
ン
ク
シ
ἀ
ン（
̟

ཹ
̟
̘
̩
間
の
北
行
き
・
ೆ

行
き
を
ഇ
ࢭ
す
る
。
ഇ
ࢭ
に

よ
り
、
৽
ڮ
出
入
ޱ
、
土
ڮ

国
土
交
通
ল
道
路
ہ
、
国

土
ٕ
ज़
政
ࡦ
総
合
ݚ
ڀ
所
お

よ
び
̣
̚
̭
̘
̤
中
日
本
は

̘
̩
）か
ら

ۜ

࠲
̟
̘
̩
間
の
北

行
き
・
ೆ
行
き
を

２
０
３
５
年

ま

で
、
長
期
通
行
ࢭ

め
と
す
る
。
八
重

ऱ
出
入
ޱ
、
ؙ
の

内
出
ޱ
は
閉
鎖
。

日
本
ڮ
۠
間
地
下

化
事
業
に

う
も

の
。

入
ޱ
、

ۜ
࠲
入

ޱ
、
৽
京
ڮ
出
ޱ

は
閉
鎖
。

な
お
、
長
期
通

行
ࢭ
め
開
࢝
後
お

よ
び
東
京
高
速
道

路
ഇ
ࢭ
後
も
、
ࣚ

ཹ
出
入
ޱ
、
東
ۜ

࠲
出
ޱ
は
こ
れ
ま

で
通
り
ར
用
Մ
能
。

通
行
ࢭ
め
の
ৄ

ラ
ッ
ク
੨
年
経
営
者
ڠ
ٞ
会

江
津
支
部
が
受

し
た
。
代

ද
し
て
１
企
業
・
１
団
体
に

よ
る
受

事
業
の
発
ද
に
続

き
、
部
会
׆
動
報
ࠂ
を
行
っ

た
。ま

た
、藤
原
和
博
ࢯ
が「
̖

̞
時
代
の
戦
ུ
的『
モ
ー
ド

チ
ェ
ン
δ
』
の
す
す
め
」
と


し
て
ߨ
演
、
ݚ
修
後
に
は

交
流
会
を
開
催
し
た
。

な
お
、
同
部
会
は
前
日
、

৽
宿
۠
の
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク

総
合
会
館
で
、６
年

ୈ
３

回
全
国
代
ද
者
ڠ
ٞ
会
を
開

催
し
、
来
年

事
業
ܭ
ը
Ҋ

な
ど
を
৹
ٞ
・
ঝ
認
し
た
。

３
月
３
日
か

ら
、
ਂ
夜
時
間

帯
に
৽
東
名
高

速
道
路
で
車
両

こ
れ
に

い
４
月
５
日
か

ら
、
東
京
高
速
道
路（
̠
̠

ઢ
）の
京
ڮ
̟
̘
̩
か
ら
ࣚ

ࡉ
情
報
は
、
ट
都
高
速
ホ
ー

ム
ペ
ー
δ
ま
た
は
ಉ
෧
の
ν

ϥ
γ
を
参
র
。

が
自
動
ற
車
・
自
動
発
進
Մ

能
か
」「
先
ಡ
み
情
報
ఏ
ڙ
シ

ス
テ
ム
ʗ
工
事
規
制
情
報

な
ど
の
先
ಡ
み
情
報（
車
両

୯
ಠ
で
は
検

で
き
な
い
道

路
前
方
の
状
況
に
関
す
る
情

報
）に
つ
い
て
、
路
側
機
か

ら
ఏ
ڙ
さ
れ
た
情
報
が
ద
切

に
受
信
Մ
能
か
」「
合
流
支
ԉ

情
報
ఏ
ڙ
シ
ス
テ
ム
ʗ
合
流

支
ԉ
情
報
に
つ
い
て
、
路
側

機
か
ら
ఏ
ڙ
さ
れ
た
情
報
が

ద
切
に
受
信
Մ
能
か
」
の
一

国
土
交
通
ল
は
２
月
̓

日
、「
物
流
情
報
ඪ
४
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」を
ͅ
̴
́
⁒
３・

00
に
վ
గ
し
た
。

同
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
令
和

５
年
２
月
に
ͅ
̴
́
２
・
01

が
公
開
さ
れ
、
多
く
の
事
業

者
に
׆
用
さ
れ
て
い
る
一

方
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
׆
用

が
様
々
な
業
界
や
場
面
に
拡

大
し
て
き
た
こ
と
に
加
え
、

連
の
࣮
ূ
を
行
う
予
定
。

同
༏
先
レ
ー
ン
を

行
す

る
༏
先
対

車
両
に
は
、
車

両
の
前
後
に
ඪ
ষ
が
ష
付

さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
側
面
に

は「
自
動
運
転
࣮
ূ
࣮
験
中
」

の
ス
テ
ッ
カ
ー
が
ష
付
さ
れ

る
。ま

た
、規
制
࣮
ࢪ
中
に
は
、

道
路
上
に
あ
る
電
光
ܝ
示
൘

に
、「
ࠨ
車
ઢ
自
動
運
転
࣮

東
京
都
は
こ
の
ほ
ど
、
令

和
６
年

ୈ
５
回
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
都
政
モ
ニ
タ
ー
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果「

配
ศ
の
ར

用

に
関
す
る
ҙ
ࣝ
」
を
公

ද
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、

６
年
11
月
12
日
か
ら
1Ā
日
ま

で
の
期
間
に
都
政
モ
ニ
タ
ー

４
９
１
人
が
回
答
。

東
京
都
で
は
、
物
流
の
２

０
２
４
年


ղ
ܾ
に
向
け

て
、
円
滑
な
物
流
を
確
保
す

る
た
め「
東
京
物
流
Ϗ
ζ
」

に
取
り

ん
で
お
り
、
ফ
費

物
流
̙
̭
の
浸
ಁ
な
ど
に
よ

っ
て
、
物
流
σ
ー
タ
を
取
り

ר
く

ڥ
が
ม
化
し
て
き

た
。
そ
の
た
め
、
学
ज़
者
や

業
界
団
体
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

ར
用
者
な
ど
の
有
ࣝ
者
で
構

成
さ
れ
る
物
流
情
報
ඪ
४
化

検
౼
ҕ
員
会
に
お
い
て
ٞ


を
重
ね
、վ
గ
し
た
も
の
。

վ
గ
の
ポ
イ
ン
ト
は
次
の

通
り
。

験
中
」
と
ද
示
す
る
。
さ
ら

に
、
大
型
՟
物
車
の
通
行
۠

分
ࢦ
定
の
規
制
は
ղ
আ
さ
れ

る
。国

交
ল
な
ど
は
、
৽
東
名

高
速
道
路
を
通
行
す
る
一

ൠ
車
両
に
対
し
て
、
༏
先
対


の
車
両
が
接
近
し
た
場
合

は
、

行
の

げ
と
な
ら
な

い
よ
う
ݺ
び
か
け
て
い
る
。

者
の
再
配
達

の

減
に
向

け
た
行
動
や
ҙ
ࣝ
を
ଅ
す
こ

と
を
目
的
に
、

配
ศ
の
ར

用
状
況
や
受
取
方
๏
、
東
京

都
の
取
り

み
の
認


な

ど
を
調
査
し
た
も
の
。

調
査
結
果
に
よ
る
と
、「
物

流
の
２
０
２
４
年


に

つ
い
て

っ
て
い
ま
し
た

か
」の
質

に
対
し
て
、「
ݴ

༿
も
内
༰
も

っ
て
い
た
」

（
ÿ1
・
１
ˋ
）「
ݴ
༿
は
ฉ
い

た
こ
と
が
あ
る
が
、
内
༰
は


ら
な
か
っ
た
」（
1ú・２
ˋ
）

と
回
答
し
、「

っ
て
い
た
」

が
Āû
・
３
ˋ
を

め
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
ৄ
ࡉ
は
、

東
京
都
ホ
ー
ム
ペ
ー
δ
を
参

র
。・

ඪ
४
՟
物
自
動
車
運
送

約

の
վ
正
へ
の
対
応

・
৽
た
な
ト
ラ
ッ
ク
の
ඪ

४
的
な
運
賃
へ
の
対
応

・
物
流
サ
ー
Ϗ
ス
ఏ
ڙ
者

が
参
ը
す
る
ඪ
४
ϓ
ϩ
η
ス

を

加

・
運
送
事
業
者
か
ら
荷
主

企
業
へ
の
̘
̤
２
ഉ
出
ྔ
報

ࠂ
に
対
応

・
そ
の
ଞ
、
Ϣ
ー
ザ
Ϗ
リ

テ
ỹ
の
向
上

な
お
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
̫

̴
́
⁒
３
・
00
は
、
同
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
ホ
ー
ム
ペ
ー
δ
で

公
開
さ
れ
て
い
る
。

開
発
と
連
ܞ
し
た
自
動
運
転

ト
ラ
ッ
ク
の
公
道

行
の
࣮

ূ
࣮
験
を
開
࢝
す
る
。

࣮
ূ
࣮
験
で
は
、
৽
東
名

ॣ
Տ

沼
津
̨
̖
か
ら

দ

̨
̖
間（
１
１
６
・
３
ἅ
㍍
）

で
平
日
の
夜
間（
22
時
～
５

時
）に
、
ୈ
１
通
行
帯
を
自

動
運
転
車
༏
先
レ
ー
ン
と
し

て
設
定
し（
ਤ
）、自
動
運
転

ト
ラ
ッ
ク
が
安
全
・
円
滑
に


行
Մ
能
か
を
確
認
す
る
。

࣮
ূ
࣮
験
で
は
、「
自
動

発
着
ʗ
自
動
運
転
ト
ラ
ッ
ク

˖݄̍˖

10年後、20年後のため、学びと交流で一つに

全
ト
協
青
年
部
会

全
国
大
会国交省

国交省

駿
河
湾
沼
津
Ｓ
Ａ
～
浜
松
Ｓ
Ａ
間

「
自
動
運
転
車
優
先
レ
ー
ン
」を
設
定

「
物
流
情
報
標
準
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」を

ｖ
ｅ
ｒ
．
３
・
00
に
改
訂

３
月
３
日
か
ら

新
東
名
高
速

八重洲線長期通行止め
東京高速道路を廃止

首都高 ４月５日から

運
送
約
款
改
正
・
新
標
準
的
運
賃
に
対
応

東京都

都
政
モ
ニ
タ
ー

ア
ン
ケ
ー
ト

「
２
０
２
４
年
問
題
」

知
っ
て
い
る
が
94
％
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近
く
の
公
園

で
恒
例
の
梅
ま

つ
り
が
開
催
中

で
、
花
見
の
人

た
ち
で
賑
わ
っ

て
い
る
。
厳
し
い
寒
波
に

見
舞
わ
れ
な
が
ら
も
咲
き

そ
ろ
い
、
春
の
訪
れ
を
思

わ
せ
る
◆
企
業
経
営
に
お

い
て
も
景
況
の
好
転
で
春

到
来
が
待
た
れ
る
が
、
ま

だ
望
み
薄
の
よ
う
だ
。
東

京
商
工
リ
サ
ー
チ
の
調
査

に
よ
れ
ば
、
令
和
６
年
の

全
国
の
倒
産
件
数
（
負
債

総
額
１
千
万
円
以
上
）
は

３
年
連
続
で
増
加
し
、
11

年
ぶ
り
で
１
万
件
を
超
え

た
。
近
年
の
相
次
ぐ
コ
ス

ト
増
が
要
因
だ
◆
引
き
続

き
物
価
高
倒
産
が
増
え
て

い
る
上
、
特
に
目
立
つ
の

が
求
人
難
や
人
件
費
の
増

大
に
よ
る
人
手
不
足
関
連

の
倒
産
。
昨
年
は
前
年
の

約
１
・
８
倍
に
達
し
、
今

年
１
月
に
は
前
年
同
月
の

約
３
・
１
倍
と
急
増
し
て

い
る
◆
運
輸
業
な
ど
労
働

集
約
型
の
業
種
で
多
い
と

い
う
。
必
要
な
人
手
を
確

保
す
る
に
は
、
無
理
を
し

て
で
も
賃
金
を
上
げ
ざ
る

を
得
な
い
状
況
だ
が
、
人

件
費
の
増
大
に
耐
え
き
れ

ず
破
綻
に
至
る
と
こ
ろ
が

多
い
よ
う
だ
◆
た
だ
、
運

輸
業
で
は
少
し
明
る
い
兆

し
も
。
最
近
２
か
月
の
倒

産
件
数
は
減
少
に
転
じ
て

い
る
。
徐
々
に
価
格
転
嫁

が
進
ん
で
い
る
こ
と
に
よ

る
も
の
か
ど
う
か
は
分
か

ら
な
い
が
、
現
下
の
コ
ス

ト
増
を
乗
り
切
る
た
め
に

は
、
さ
ら
に
転
嫁
推
進
に

努
め
る
必
要
が
あ
る
。

し
て
勤
務
し
て

い
た
上
野
英
三

郎
博
士
の
帰
り

を
、
渋
谷
駅
前
で
毎
日
待
ち

続
け
る
様
子
が
銅
像
に
な
っ

た
も
の
で
す
。

渋
谷
駅
前
の
ハ
チ
公
像

は
、
急
逝
し
て
し
ま
っ
た
上

野
博
士
の
帰
り
を
ず
っ
と
待

ち
続
け
て
い
ま
す
が
、
２
０

１
５（
平
成
27
）年
、東
京
大

学
弥
生
キ
ャ
ン
パ
ス
の
農
学

部
ア
ネ
ッ
ク
ス
前
に
、
ハ
チ

と
上
野
博
士
が
再
会
し
た
姿

の
銅
像
が
建
立
さ
れ
ま
し

た
。
こ
こ
で
の
ハ
チ
は
、
き

っ
と
渋
谷
駅
で
上
野
博
士
を

出
迎
え
る
こ
と
が
で
き
、
大

喜
び
で
飛
び
つ
い
て
い
る
姿

な
の
で
し
ょ
う
。
飼
い
主
と

愛
犬
の
幸
せ
な
時
間
が
切
り

取
ら
れ
た
作
品
で
、
見
る
と

温
か
な
気
持
ち
に
な
れ
ま
す
。

な
お
、
こ
の
銅
像
の
す
ぐ

近
く
に
あ
る
農
学
資
料
館
で

は
、
ハ
チ
の
臓
器
や
剖
検
記

録
、
上
野
博
士
の
胸
像
が
、

上
野
の
国
立
科
学
博
物
館
に

は
ハ
チ
の
剥
製
が
展
示
さ
れ

て
い
ま
す
。

東京大学弥生キャンパス内
「ハチ公と上野英三郎博士像」

住　　所：文京区弥生1-1-1　※農学部正門を入って左（アネックス前）
アクセス：東京メトロ南北線「東大前駅」徒歩１分

ハ
チ
公
と
上
野
英
三
郎
博
士
像

渋
谷
駅
前
に
あ
る
忠
犬
ハ

チ
公
像
は
、
待
ち
合
わ
せ
場

所
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、

今
や
世
界
で
も
有
名
な
観
光

ス
ポ
ッ
ト
と
な
り

ま
し
た
。
ハ
チ
の

飼
い
主
で
あ
る
、

現
在
の
東
京
大
学

で
農
学
博
士
と

や
っ
と
出
会
え
た
ハ
チ
公

こ
函
館
と
下
田
を
開
港
場

と
し
ま
し
た
。
そ
ん
な
背
景

も
あ
り
、
函
館
に
は
歴
史
的

建
造
物
が
多
く
、
坂
の
下
で

路
面
電
車
が
通
り
過

ぎ
る
風
景
は
、
ど
こ
か

外
国
の
よ
う
で
す
。

私
は
旧
イ
ギ
リ
ス
領

事
館
を
見
学
し
、
そ
こ

で
紅
茶
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
大
正
時
代
に
建

て
ら
れ
た
煉
瓦
造
り
の
建
物

で
す
が
、
と
て
も
心
地
よ
い

ま
り
ま
し
た
。
大
雪
の
日
で
、

歩
い
て
ホ
テ
ル
に
着
く
こ
ろ
に

は
雪
で
全
身
が
真
っ
白
に
な
る

ほ
ど
で
し
た
が
、
そ
の
ま
ま
最

上
階
の
温
泉
に
行
き
ま
す
。

露
天
風
呂
に
入
る
と
、
吹
雪

が
顔
を
打
ち
付
け
て
顔
が
痛

い
。
津
軽
海
峡
を
見
る
と
、
3

㍍
は
あ
ろ
う
か
と
い
う
荒
波
。

こ
の
よ
う
な
温
泉
体
験
も
初
め

て
で
し
た
。

そ
の
後
は
、地
酒
「
千
歳
鶴
」

を
飲
み
な
が
ら
、ニ
シ
ン
刺
し
を

い
た
だ
き
ま
す
。
こ
の
時
期
の

ニ
シ
ン
は
脂
が
の
っ
て
本
当
に
お

い
し
い
。
ニ
ュ
ー
ス
を
見
る
と
、

飛
行
機
は
こ
と
ご
と
く
欠
航
。

帰
れ
る
の
か
？

翌
日
は
近
く
の
函
館
市
熱

帯
植
物
園
に
行
き
、
温
泉
に
浸

か
る
ニ
ホ
ン
ザ
ル
を
の
ん
び
り

眺
め
ま
し
た
。
目
を
閉
じ
て
気

持
ち
良
さ
そ
う
に
湯
に
浸
か
る

猿
は
、
ど
こ
か
自
分
の
姿
を
見

て
い
る
よ
う
で
し
た
。

帰
り
の
飛
行
機
は
無
事
飛
ん

だ
も
の
の
、冬
の
北
国
へ
の
旅
行

は
予
定
通
り
行
き
ま
せ
ん
ね
。

た
だ
、
そ
れ
で
も
結
構
楽
し
か

っ
た
で
す
。

今
回
は
函
館
に
行
き
ま
し

た
。
折
し
も
今
冬
最
大
の
寒
波

で
、乗
ろ
う
と
し
て
い
た
フ
ェ
リ

ー
が
欠
航
。
函
館
駅
か
ら
吹
雪

の
海
を
見
て
い
る
と
、石
川
さ
ゆ

り
さ
ん
の『
津
軽
海
峡・冬
景
色
』

が
頭
の
中
に
流
れ
て
き
ま
し
た
。

１
８
５
４（
安
政
元
）年
、幕

府
は
米
国
使
節
ペ
リ
ー
と
の
間

に
条
約
を
結
ん
で
開
国
し
、こ

空
間
で
し
た
。

翌
日
は
少
し
離
れ
た
大
沼
公

園
ま
で
足
を
延
ば
し
て
、
北
海

道
に
し
か
い
な
い
シ
マ
エ
ナ
ガ
と

い
う
鳥
の
バ
ー
ド
ウ
オ
ッ
チ
ン
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思い通りにいかなくても
楽しむ津軽海峡の冬景色

グ
に
参
加
し
ま
し

た
。
シ
マ
エ
ナ
ガ

の
頭
は
ま
っ
白
で
、

数
羽
が
団
子
状
に

な
っ
て
集
ま
る
姿

が
か
わ
い
い
と
評

判
で
す
。
た
だ
、

当
日
も
吹
雪
で
会

え
ま
せ
ん
で
し
た
。

函
館
最
後
の
夜

は
、
市
内
に
あ
る

湯
の
川
温
泉
に
泊

立
春
が
過
ぎ
、
温
か
さ
が
感
じ
ら

れ
る
と
「
梅
は
咲
い
た
か
、
桜
は
ま
だ

か
い
な
」の
心
持
ち
だ
が
、
今
で
は
早

咲
き
の
桜
と
梅
が
コ
ラ
ボ
し
て
、「
梅

に
桜
を
こ
き
ま
ぜ
て
」の
風
情
も
楽

し
め
て
し
ま
う
。
こ
う
な
る
と
、外
出

の
ム
シ
が
う
ご
め
い
て
く
る
。
地
図
を

眺
め
な
が
ら
、あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
行
け

る
の
は
交
通
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
お
か
げ

だ
が
、
そ
の
基
礎
は
江
戸
幕
府
の
街

道
イ
ン
フ
ラ
整
備
だ
っ
た
。

江
戸
時
代
の
街
道
と
い
う
と
、

５
街
道
が
思
い
浮
か
ぶ
。
街
道
整

備
は
、
江
戸
と
全
国
を
結
び
つ
け

る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
で
、そ
れ
ま

で
の
京
都
を
中
心
と
し
た
交
通
体

系
の
転
換
を
図
っ
た
。
整
備
は
公

用
・
軍
事
目
的
の
た
め
で
、大
勢
の

武
士
団
が
迅
速
に
移
動
で
き
る
よ

う
に
と
、
関
ケ
原
の
合
戦（
１
６
０

１
年
）
後
に
江
戸
を
中
心
と
す
る

体
制
に
徳
川
家
康
が
着
手
。
街
道

整
備
、
助す

け
ご
う郷
・
伝
馬
・
宿
場
の
規

定
が
設
け
ら
れ
、結
果
と
し
て
人
び

2
時
間
見
物
さ
れ
た
」
な
ど
の

感
想
を
記
し
て
い
る
。
公
式
行

事
後
は
、
通
詞
と
と
も
に
江
戸

見
物
に
出
か
け
る
と
、
そ
の
道

筋
で
は
見
物
人
が
大
勢
つ
め
か

け
た
よ
う
で
、
民
間
の
学
者
・

文
人
た
ち
な
ど
と
の
幅
広
い
交

流
も
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
交
流

が
、
全
国
の
祭
礼
や
伝
統
芸
能

に
も
影
響
を
与
え
た
。
ま
た
、

琉
球
文
化
と
の
接
点
と
も
い
え

る
の
が
、葛
飾
北
斎
の『
琉
球
八

景
』や
、滝
沢
馬
琴
の『
椿
説
弓

張
月
』に
見
て
と
れ
る
。

異
国
か
ら
の
来
訪
者
は
、
異
国
情

緒
を
直
接
体
験
で
き
る
一
方
で
、
幕

府
権
威
を
誇
示
し
、
将
軍
家
の
地
位

を
高
め
る
効
果
も
も
た
ら
し
て
い
た
。

と
の
往
来
や
物
流
、
情
報
流

通
の
向
上
と
、
様
々
な
機
能

を
発
揮
し
た
。

例
え
ば
宿
場
は
、
１
６
０

４（
慶
長
９
）
年
に
保
土
ヶ

谷
宿
と
藤
沢
宿
間
の
距
離
と

急
坂
を
考
慮
し
、
輸
送
を
円

滑
化
す
る
た
め
に
戸
塚
宿
を

崎
で
の
貿
易
が
認
め
ら
れ
た

オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
と
随
行

員
、
②
朝
鮮
通
信
使
、
③
琉

球
使
節
団
が
あ
る
。
オ
ラ
ン

ダ
商
館
長（
カ
ピ
タ
ン
）一
行

は
、貿
易
を
許
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
対
す
る
謝
礼
の
た
め
、

江
戸
を
訪
れ
将
軍
に
謁
見
す

る
も
の
で
、
開
国
前
ま
で
に

１
６
６
回
も
訪
れ
て
い
た
。

朝
鮮
通
信
使
は
、
豊
臣
秀
吉

の
文
禄
・
慶
長
の
役
に
よ
る
、

日
本
と
朝
鮮
の
関
係
悪
化
を

設
け
た
り
、１
６
２
３（
元
和
元
）
年

に
は
品
川
宿
か
ら
神
奈
川
宿
間
に
川

崎
宿
を
設
け
た
り
と
、
必
要
に
応
じ

て
拡
大
を
図
っ
て
い
る
。
ま
た
、
有
名

な
箱
根
の
難
所
や
関
所
越
え
を
考
慮

し
、
小
田
原
宿
と
三
島
宿
か
ら
50
軒

ず
つ
移
転
さ
せ
、
箱
根
宿
を
設
置
し

た
。
こ
う
し
た
宿
場
の
整
備
は
、リ
レ

ー
方
式
に
よ
る
人
や
モ
ノ
、情
報
の
迅

速
化
を
狙
っ
た
も
の
だ
っ
た
。

幕
府
は
主
要
街
道
の
管
理
の
た

め
、道
中
奉
行
を
１
６
５
９（
万

治
２
）年
に
設
置
。幕
府
の
公
用
荷

物
や
情
報
の
円
滑
管
理
、
街
道
の

治
安
維
持
、
宿
場
の
取
り
締
ま
り

な
ど
、
街
道
に
関
す
る
こ
と
を
道

中
奉
行
の
支
配
下
に
置
き
、
治
安

体
制
の
強
化
を
図
っ
た
。
５
街
道

を
補
完
す
る
重
要
路
に
付
属
街
道

（
例
え
ば
、
東
海
道
な
ら
美
濃
路
・

佐
保
路
・
本
坂
道（
姫
街
道
）、
日

光
例
幣
使
街
道
・
日
光
男
成
道
な

ど
）も
、道
中
奉
行
の
支
配
下
に
置

い
た
。街道

整
備
で
各
地
の
大
名
に
対

し
、
参
勤
交
代
を
義
務
化
さ
せ
、

大
名
の
通
行
は
日
常
的
な
も
の
と

な
り
、
ま
た「
鎖
国
」
と
い
わ
れ
て

い
た
時
代
で
も
、
外
国
人
た
ち
の

江
戸
幕
府
へ
の
往
来
は
行
わ
れ
、そ

の
一
行
の
行
列
が
通
る
街
道
は
、

異
文
化
交
流
の
場
と
な
っ
た
。

外
国
人
の
幕
府
来
訪
は
、
①
長

対
馬
藩
の
努
力
で
修
復
し
、
国
交
が

回
復
し
た
こ
と
に
よ
り
、
朝
鮮
側
か

ら
通
信
の
国（
国
交
の
あ
る
国
）へ
の

使
節
団
派
遣
で
12
回
来
日
し
て
い
る
。

将
軍
就
任
を
名
目
と
し
て
、
５
０
０

人
ほ
ど
の
大
規
模
な
使
節
団
が
編
成

さ
れ
、日
本
も
国
家
威
信
を
か
け
て
、

老
中
が
主
導
者
と
し
て
歓
迎
行
事
を

行
い
、莫
大
な
費
用（
１
０
０
万
両
と

も
）を
か
け
た
と
い
わ
れ
る
。
ま
た
、

通
信
使
一
行
が
通
過
す
る
諸
藩
も
饗

応
を
主
宰
し
、
荷
物
の
輸
送
な
ど
も

負
担
し
た
。
琉
球
使
節
団
は
、
将
軍

の
代
替
わ
り
に
派
遣
し
た
慶
賀
使
と
、

琉
球
国
王
の
代
替
わ
り
に
派
遣
し
た

謝
恩
使
が
あ
り
、
１
０
０
～
２
０
０

人
が
派
遣
さ
れ
、
同
行
す
る
薩
摩
藩

士
た
ち
を
合
わ
せ
る
と
、
大
規
模
な
一

行
を
形
成
し
た
。

各
使
節
団
の
往
来
は
、
朝
鮮
通
信

使
一
行
で
は
、
先
導
す
る
音
楽
隊
の

演
奏
や
踊
り
、
衣
装
な
ど
に
異
国
文

化
を
感
じ
る
な
ど
、
街
道
は
人
び
と

の
肌
で
異
国
を
感
じ
ら
れ
る
空
間
と

も
な
っ
た
た
め
、大
勢
の
見
物
人
が
押

し
か
け
、お
祭
り
騒
ぎ
に
な
る
と
い
っ

た
、朝
鮮
ブ
ー
ム
も
起
き
た
。
オ
ラ
ン

ダ
商
館
長
一
行
は
、
江
戸
城
奥
御
殿

で
将
軍
夫
妻
、
姫
君
、
大
奥
の
女
性
、

老
中
を
は
じ
め
と
す
る
幕
府
高
官
と

の
質
疑
応
答
だ
け
で
は
な
く
、帽
子
・

衣
類
な
ど
の
持
ち
物
が
回
覧
さ
れ
る

「
蘭
人
御
覧
」
を
受
け
、
異
国
の
風

物
・
風
習
な
ど
の
様
子
を
伝
え
る
こ

と
に
な
る
が
、一
行
は「
道
化
芝
居
で
、

朝鮮通信使：洛中洛外図屏風（今井町本）　
左隻の部分／朝鮮通信使の行列が角を曲が
って油小路通りに入り、直進している。
出典『朝鮮通信使の旅』（仲尾宏　辛基英＝しん・ぎす）
明石書店の孫引き

五
街
道
の
起
点
日
本
橋

大
宮
宿
／
江
戸
幕
府
が
作
成
し
た
中
山
道

分
間
延
絵
図
か
ら（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）

を
発
揮
し
た
。

４（
慶
長
９
）
年
に
保
土
ヶ

谷
宿
と
藤
沢
宿
間
の
距
離
と

急
坂
を
考
慮
し
、
輸
送
を
円

急
坂
を
考
慮
し
、
輸
送
を
円

を
発
揮
し
た
。

急
坂
を
考
慮
し
、
輸
送
を
円

エンタメ空間街道は

現在までつながるインフラ整備

異文化交流を全身で体感する


